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はじめに	 

 
	 本校の研究開発課題には，「より複雑で高度な情報化の時代に生きる生徒たちには，自身

の幸せだけでなく，万人の幸福を願って活躍してもらいたい。また科学的な素養を身に付

け，科学的な根拠に基づく判断や科学的な知識に裏付けされた行動ができる生徒になって

ほしい。」の願いが盛り込まれています。 
	 本校は，東京学芸大学の附属高等学校として昭和 29 年に設立されて以来，大学と協力
した教育研究をはじめとして，教員個人の研究業績，さらには，他に先駆けて班別行動や

個人研究を取入れた修学旅行，社会科・理科などによる校外活動，また実験などを多く取

り入れた授業実践を行って来ました。最近では ICT機器を使った調査研究の報告，発表な
ども頻繁に行われています。今回 SSH に指定された際も，そのような下地があったれば
こそのスムーズな導入の一年であったと思います。その活動の内容はこの冊子にある通り

ですが，遅れてスタートした分，他の学校の二番煎じとはなりたくないという意地も，私

たちの意欲的な，可能性を広げていこうとする活動のモチベーションにつながっているよ

うな気がします。既存の型にはまらない，面白い発想が飛び出すような活動でありたいと

常に願っています。 
	 特長を簡単に挙げれば，高度な科学技術を基盤とする国際社会で活躍できる人材の育成

に必要なキー・コンピテンシーの研究は，研究課題そのものであり，特講「科学の方法」

は，本校教員の多様な発想を生かせる面目躍如の活動そのものです。国際交流は，長年本

校に留学生が来ているタイ王国との交流が予定されていますし，他に例をみない

Intelligent Café の活動は，生徒の知的主体性を誘発する大きな可能性を秘めています。
探求活動の成果や英語教材開発は，今後の先導的な成果を期待したいと思います。ロマン

と神秘の宇宙人文学も，世の中を驚かせるのに足るのではと自負します。各界で著名ない

わゆるビッグネームの講師陣を集めた特別授業なども，生徒にとって貴重な体験になりま

した。あらためて，ご協力いただいた方々に深く感謝の意を表します。 
	 最後になりましたが，SSH 運営指導委員の先生方，大学・研究機関の先生方，そして，
様々なご支援を賜りました皆様に，心より感謝申し上げますとともに，今後なお一層のご

指導，ご支援をいただきますようにお願い申し上げます。 
 
平成２５年２月 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  東京学芸大学附属高等学校 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  副校長	 岸谷	 正彦 
 



あいさつ、事業風景等 
SSH研究開発実施報告書（要約） ・・・・１ 
SSH研究開発の成果と課題  ・・・・・・・5 
 
第１章	 研究の概要及び本校の概要等	 ・・７	 

1-1. 研究開発の実施期間 
1-2. 研究開発の課題 
1-3. 研究開発の経緯 
1-4. 学校の概要 
1-5. 研究の概要 
1-6. 研究開発の実施規模 

 
第２章	 研究開発の内容・方法・検証等 ・９ 
	 2-1. 	 現状の分析と研究の仮説 
	 2-2. 	 研究内容・方法・検証 
	  
第３章	 研究開発の実施内容	  
(1)	 キー・コンピテンシー部会の活動報告	 11 
	 1-1. 	 研究開発の課題 
	 1-2. 	 研究開発の経緯 
	 1-3. 	 研究開発の内容 
	 	 1-3-1. 本校で目指すキー・コンピテンシー	 	  
	 	 1-3-2. 評価の方法について 
	 	 1-3-3. 授業実践例（１年生「国語総合」） 
	 1-4. 	 実施の効果とその評価 
	 1-5. 	 実施上の課題及び今後の研究開発の方向 
(2)	 特講科学の方法部会の活動報告・・・・13 
	 2-1. 	 研究開発の課題 
	 2-2. 	 研究開発の経緯 
	 2-3. 	 研究開発の方法 
	 	 2-3-1. 「特講科学の方法」の類型化 
	 	 2-3-2. 教科・科目を超えたティーム・ 
	 	 	 	 	 ティーチング方式の授業開発 
(3)	 Intelligent café部会の活動報告 ・・・19 
	 3-1. 	 研究開発の課題 
	 3-2. 	 研究開発の経緯 
	 3-3. 	 研究開発の内容 
	 	 3-3-1. Intelligent caféの特徴 
	 	 3-3-2. Intelligent caféで育成できる能力 
	 	 3-3-3. 生徒による Intelligent caféの運営 
	 	 	 	 	 とコーディネーション能力の育成 
	 3-4. 実施の効果とその評価 

	 	 3-4-1. 「カフェ討論会 3.11+560日の 
	 	 	 	 	 若者たち」 
	 	 3-4-2. 東北スタディツアー 
	 3-5. 実施上の課題及び今後の研究開発の方向 
	 	 3-5-1. 活動の評価に向けて 
(4)国際活動部会の活動報告	 ・・・・・・・29 
	 4-1. 研究開発の課題 
	 4-2. 研究開発の経緯 
	 4-3. 研究開発の内容 
	 4-4. 実施の効果とその評価 
 (5)SSH英語教材開発部会の活動報告・・・30 
	 5-1. 研究開発の課題 
	 5-2. 研究開発の経緯 
	 5-3. 研究開発の内容 
	 5-4. 実施の効果とその評価 
	 5-5. 実施上の課題及び今後の研究開発の方向 
(6)SSH探求活動部会の活動報告 ・・・・・31 
	 6-1. 研究開発の課題 
	 6-2. 研究開発の経緯 
	 6-3. 研究開発の方法 
	 6-4. 実施の効果とその評価 
	 6-5. 実施上の課題及び今後の方向性 
(7)宇宙人文学部会の活動報告・・・・・・・34 
	 7-1. 研究開発の課題 
	 7-2. 研究開発の経緯 
	 7-3. 研究開発の内容 
	 7-4. 実施の効果とその評価 
	 7-5. 実施上の課題及び今後の方向性 
(8)特別授業部会の活動報告・・・・・・・・40 
	 8-1. 特別授業の目的 
	 8-2. 特別授業解説の経緯 
(9)科学見学実習の活動報告・・・・・・・・44 
	 9-1. 研究開発の課題 
	 9-2. 研究開発の経緯 
	 9-3. 研究開発の方法 
	 9-4. 実施の効果とその評価 
	 9-5. 実施上の課題及び今後の方向性 
 
第４章	 関係資料 
 教育課程表・・・・・・・・・・50 
 運営指導委員会の記録・・・・・52 

目次 



 
特別講義「地球外に知的生命体は存在するのか？」

2012.9.24	 原田和雄校長 

 

 
特別講義「飛び出せ工学君！」 
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ートパン	 次席公使 

 
特別講義「ヒッグス粒子発見！」 

2013.1.12	 東京大学	 駒宮 素粒子物理国際研

究センター長 

 

 
特別講義「藻類ってこんなに面白い」 

2013.2.23	 東京工業大学	 太田教授 

 

 
特別講義「グローバル人材育成のために 

― 東京外国語大学の挑戦」2013.1.16 

東京外国語大学	 亀山学長 



Intelligent Café（インカフェ） の活動 
                               ～“知の連鎖”を目指して～ 

 
「インカフェをデザインしよう!」 

東京学芸大学附属高校がSSHに指定され、インカフェのオープニン

グイベントが開かれました。新しく用意されたこの部屋をどう活用して

いくか。この課題を参加

した生徒約40人が考

え、スケッチブックにア

イデアをまとめ、発表し

あいました。それらの中

から、円形の机を配置

して討論や会議に使え

るようにする、ござを敷

きつめて会話しやすい

空間にする、等のアイ

デアが生まれました。 

その後スタッフ約10

人が決定し、スタッフが

中心となって部屋の運営を行っていくことになりました。 

最初の会議では、部屋の運営方針について具体的に話し合いまし

た。 

 人と人が交わって生まれる知を大切にしよう 

 いつでも立ち寄れて、居心地の良い空間をつくろう 

 やりたいと思っていながら場所や機会が無くてできなかったこ

とを、生徒が自由でできる空間にしよう 

こうしてめでたくIntelligent Café は誕生したのです。 

 
インカフェは数々の団体にイベントを行う場所を提供してきました。 

モダンジャズ研究部による演奏会、落語研究同好会による落語発

表会、落語研究同好会とクイズ研究同好会による共同発表といった、

部活動・同好会への場所提供はもちろん、国語科教員による「読書

会」、OGの方による

「東大女子進学率を

あげる！」、講師の

方によって定期的に

行われている「心理

科学講座」など、そ

の提供先は多岐に

渡っています。 

 このように、他の

団体への場所提供

を積極的に行うこと

で、インカフェだけで

は実現し得なかった

幅広い分野のイベントを開催することができました。またそれと同時

に、生徒、教員を問わず、学校にいるすべての人の「やりたいこと」を

実現する場としての大きな役割を果たすことができたと思います。 

 
新しく始まったIntelligent Caféで、まず最初に企画された校内イベン

トが「カフェトーク」です。 

東京学芸大学附属高校では、授業中によく話が脱線し、「余談」

（「無駄話」）をする先生がいます。このような学校の授業とは直接は関

係のない話でも、もっと掘り下げて聞いてみたい、という生徒の要望か

ら生まれました。 

昼休みや放課後に随時行っていますが、今まで知らなかった先生

の話が聞けたり、今まで知らなかった先生の一面を見ることができた

り、またお昼やお菓子

を食べながらリラックス

して聞ける、と好評で

す。 

最近行われた「カ

フェトーク」は、国語科

の先生が語る「恋愛

論」や、普段は絶対に

聞けない校長先生の

地球外生命体について

の議論、理科の先生の

化学オリンピックなど

で、その他にも無数に開催されています。 

来てくれた生徒にはインカフェスタッフがアンケートを採り、次からの

企画に活かしています。また、生徒からの要望も受け付けています。 

 
 10min. TALK（テンミニッツトーク）は、生徒が与えられた約10分間

で、自分の趣味や身近な話題について語る「生徒の、生徒による、生

徒のための」トークイベントです。 

普段大人である先生の講義を聞き慣れている我々生徒ですが、友

達の話をじっくりと聞く機

会は少なく、とても新鮮

に感じられ、毎回多数の

生徒が見に来てくれま

す。特に予定がない昼

休みに気軽に立ち寄れ

る、と好評です。また毎

回行っているアンケート

では、「発表内容がよく

分かった」や「やる気が

でた」「モチベーションが

あがった」と答える生徒

が多く、また発表者も、

写真を見せたり、ホワイトボードに貼った絵で人物の動きを表現するな

ど、さまざまな工夫を行っています。 

 
インカフェは今年8月に「カフェ討論会」を開催しました。このイベント

は、それまでの校内向けの企画から一歩踏み出し、初めて校外の方も

視野に入れて企画されたものでした。このイベントに際して、外部への

情報発信の場が必要だという意見が多く見られたことがインカフェウェ

ブサイト設立のきっかけです。 

サイトには、イベントの告知はもちろん、イベント終了後にはその報

告書などをまとめています。是非一度ご覧になって下さい。  

また、校内向けには、ポスターや立て看板、各教室に配布するプリ

ントなどによる広報活動を行っています。 

各イベントで撮影された記録映像は、DVDとしてアーカイブされ、後

日生徒が自由に視聴できるようになっています。

 

 

設立 「インカフェをデザインしよう!」 

 

奮闘 通常運転までのインカフェ 

 

イベント 「カフェトーク」イベント実施 

 

企画 企画「10min. TALK」スタート 

 

発信 インカフェの広報活動 

In-café ウェブサイト 

  
http://www.gakugei-hs.info/~incafe/  

東京学芸大学附属高校 



8月 
3.11から560日 

～これまでを振り返り、これからを考える～ 
 

8月22日、本校インカフェにて、外部の高校生や東北の学生イニシアチブ

BEYOND311を招き、東日本大震災を題材とした討論会が行われました。討論の

テーマは、首都圏の高校生が震災を見つめるうえで最も身近な話題である、「私た

ちはボランティアをすべきか」。 討論を通して「参加者一人一人が自分なりの考え

を抱ける」ことが目標でした。討論は、東北の大学生数名に講演していただきリア

ルな被災体験を共有をした後、各グループ８名程度の３グループに分かれ、最後

に自分たちの意見をまとめたものを共有するという形式で行われました。参加者の

中にはボランティアの経験のない人もいましたが、意見を交わすことで各々の意見をより深め

ることができ、有意義な討論会となりました。グループによって様々な意見が出たが、「ボラン

ティアは、必ずしも良いというわけではないので無理に参加しなくても良い。その前に、まず自

分ができる、身近なことから始める」という意見が多くありました。この討論会は、参

加者の震災への関心を深め、後の東北スタディーツアーの足が

かりとなるだけでなく、参加者それぞれに3.11

以降の自身を振り返ってもら

う機会となりました。 

東
北 

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー 

 
 東松島市野蒜地区の住宅です。この家はまだ形

が残っているので津波の被害を痛感しました。3.11

が本当に起こったものだと改めて実感しました。  

東北を“知る”討論会 

行ったから、 

 
 東松島市野蒜地区の仮設住宅の近くにある食堂

の「えんまん亭」の弁当です。汁物にはカキが入っ

ていて海の幸がいっぱい詰め込まれていました。   

  
この写真も南三陸町志津川で撮った写真です。こ

れは魚屋だった所の写真です。瓦礫のなかから「よ

みがえれ故郷、ふんばれ南三陸町」の文字がすぐ

に目に入りました。この言葉で東北の根気強さと明

るさに感動して東北魂を理解しました。  

「また、行きます。」 

 
 気仙沼の復興屋台村での写真です。22店舗しかな

かったのですが人が多くてとても賑わっていました。

気仙沼の特徴とも言えるふかひれなどの海の幸が

多く売られていました。完全に復興するまでの道は

まだ長いが少しづつ近づいていると思いました。  

 

 これはアポなしで気仙

沼の仮設住宅を訪問し

たときに撮りました。お

年寄りの夫婦に直接今

の生活や震災当時のこ

ろの様子について伺え

たので本当に貴重な話

を聞くことができました。  

11月 

会えたと思う。 

東松島 

志津川 

気仙沼 

続きはホーム 

ページで! 

  
 この写真はニュースでもよく見た気仙沼の鹿折唐

桑駅の前に流れ着いた「共徳丸」です。ここは海か

ら20分ほど歩いた所で、家の基礎に食い込んでい

て、本当にここにあるべきものではない、と身にしみ

て感じました。この船をこのままの形で残すかどう

かかはまだ議論されていて、地元の人々は船が今

の場所に来る間に多くの人を“殺した”ので見るの

がつらいという意見を持っている方もいました。  
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別紙様式１－ １	 

東京学芸大学附属高等学校	 24～28	 

	 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）	 

	 ①	 研究開発課題	 	 

高度な科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人材に必要なキー・コンピテンシーを獲得さ

せる授業法および学校教育システムの研究開発	 

	 ②	 研究開発の概要	 	 

①キー・コンピテンシー基盤研究部会：高度科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人材に

必要なキー・コンピテンシーとは何かについて研究する。	 

②「特講	 科学の方法」開発部会：複数科目の連携による授業開発・実践(生徒，保護者向け授業

)をし，「科学の方法」が身に付く授業開発を行う。	 

③SSH国際担当部会：タイ王国の高校との交流，ＮＩＣＥへの参加，生徒からの自発的提案による

国際的研究活動などを通し，国際舞台で活躍できる能力を育てる実践的方法を開発する。	 

④Intelligent	 café運営部会：生徒による継続的運営で，講演，座談会などを企画運営させ，生

徒の自由な発想と自主的・能動的活動力を育てる実践研究をする。	 

⑤SSH英語教材開発部会："perfect	 presentation"として，国際舞台での説得力のある表現力が育

つ英語教材開発をする。	 

⑥SSH探究活動部会：個人，クラブ活動，総合的学習等で研究活動を自主的に行い，研究と表現に

ついて実践的に学ぶ機会を増やす。	 

⑦特別授業部会：様々な分野での専門家による授業を実施し，知見を広め，学習や進路への動機

付け効果を研究する。	 

⑧評価・分析部会：特別授業などにおける効果・評価の分析方法を研究する。	 

⑨宇宙人文学：講義，実習，現地調査などを重ね，宇宙からの情報で人文学の理解を進める授業

開発を行う。	 

	 ③	 平成２４年度実施規模	 	 

全校生徒1042名を対象とし，募集型事業では，希望者を対象とした。	 

	 ④	 研究開発内容	 	 

○研究計画	 

１年次（研究開発の基盤作りと問題点の明確化）	 

①キー・コンピテンシー基盤研究：高度科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人材に必要

なキー・コンピテンシーとは何かについて，先行研究であるOECDによるキー・コンピテンシー

など関連情報も含めて調査学習する。	 

②「特講	 科学の方法」開発：SULE（Scientific	 Universal	 Logic	 for	 Education）委員会を中

心に，各科目での「特講	 科学の方法」の授業研究と実施をする。多数の教科・科目の学習を

通して「科学の方法」が身に付く授業とはどうあるべきかについて研究する。また，本校です

でに実施されている授業を再度見直し，「科学の方法」を身に付ける授業を分類，検討する。	 

③SSH国際担当：タイ王国プリンセス・チュラボーン大学附属高校チェンライ校と相互理解の覚書

を交わし，提携プログラムを開発し，2年次の準備をする。化学分野の学習として，近隣の高校生

（台湾及び韓国）との共同学習，及び化学分野の専門研究者の講演等を聞く機会として，ＮＩＣ

Ｅ(Network of Inter-Asian for Chemistry Educators)への参加準備をする(実施は2年次)。生徒から

の自発的提案による国際的研究活動などを通し，国際舞台で活躍できる能力を育てる実践的方法

を開発する。	 

④Intelligent	 café運営：生徒が自由に集まり，議論できる空間を作り出す。生徒による継続的
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運営で，講演，座談会などを企画運営させ，生徒の自由な発想と自主的・能動的活動力を育て

る実践研究をする。また，東京学芸大の学生(教育実習生を含む)によるTA活動を通した教員養

成学習，その他大学院生，社会人などによる多様な支援方法についても実践的に調査する。	 

⑤SSH英語教材開発：「高校生のための英語による口頭発表・ポスター発表のスキル」をはじめ，

国際舞台で使えるプレゼンテーション能力の育成のための，授業と教材"perfect	 presentation

"を開発，試用する。国際舞台での説得力のある表現力が育つ英語教材とはいかなるものか，生徒

への活用を通して評価・検証を目指す。	 

⑥SSH探究活動：個人，クラブ活動，総合的学習等で研究活動の自主的な実施を促し，研究と表現

について実践的に学ぶ機会を増やす。SSH全国発表会，東京都SSH発表会，関東近県校SSH発表会

などに積極的に参加する。また，校内SSH研究コンテストを実施する。	 

⑦特別授業：文系も含む様々な分野での専門家による講演，講義，実験，座談会等を自由参加の

中で実施し，知見を広め，学習や進路への動機付け効果を研究する。この時，保護者への参加

も可能とし，保護者の意識改革にも働きかける。	 

⑧評価・分析：特別授業などにおける効果・評価の分析方法を研究する。評価の在り方に関する

研究を理科教員高度支援センターの協力を得て行う。本校SSH全体像に対する評価規準を決め，

個々の活動に対する評価基準を，理科教員高度支援センターから提示していただく。	 

⑨宇宙人文学：土日や放課後に6回の講義，実習を行い，宿泊を伴う現地調査も含めて活動をする

。宇宙からの情報で人文学の解釈を深めたり改めたりしながら，具体的データと推論，現地で

の判断など総合的な科学力を人文分野の研究を通して獲得する授業開発を行う。	 

⑩国内フィールドワーク：1年生全員により地層研究を実施し，自然を観察・分析・報告する能力

を育てる。大学や研究所などの訪問学習などを行い，理系キャリア教育として活用する。	 

２年次（研究開発の視点の明確化）	 

・１年次の様々な課題をもとに，「特講	 科学の方法」をすべての科目で計画的に実施し，深化

・充実・多様化させる。	 

・あらゆる教科科目における「特講	 科学の方法」にかかわる従来の取り組みを再度見直し，有

機的な年間計画を立て実践する。	 

・テキストと視聴覚教材「高校生のための英語による口頭発表・ポスター発表のスキル（仮）」

を試作，実践する。	 

・国際舞台で使えるプレゼンテーション能力の育成のための，授業を改良し，プレゼンピックな

どに参加する。	 

・NICE国際会議にて，生徒発表を行う。	 

・国内フィールドワークの実施。海外派遣フィールドワークの準備を行う。	 

・タイ国チュラボーン高校との交流を開始する。	 

・先端研究所との連携継続。講演や講座の開講。さらなる外部機関との連携を模索する。	 

・科学教育の実践研究と評価の在り方に付いての研究をする。	 

・TA協力学生の学習支援方法の確立を行う。大学との連携のさらに深める。	 

・生徒の研究成果の発表。校内SSH研究コンテストの実施をする。	 

・国内外の研究発表などに生徒を参加させる。	 

・東京学芸大学との高大接続について具体的な研究に協力する。	 

・教育実習生などの指導を通して，文系科目でも科学的素養に富んだ教員を養成する。	 

・高度な科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人材に必要なキー・コンピテンシーとは何

かについて，国立教育政策研究所等の協力を得ながら，さらに研究を深める。	 

・これを獲得させる授業法および学校教育システムの研究開発をする。	 

・理数系，言語系クラブ活動を支援し，さらに活性化する。	 
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３年次(研究の継続と中間報告会)，４年次(研究課題の重点化)，５年次(研究成果のまとめ)	 

	 ３年次以降の研究計画と評価計画は，原則的に１，２年次までの活動は継続し，実践経験を積

んだ「科学的手法に基づく授業」「科学の方法を学ぶ授業」を国内外の学校に提示していく活動

を本格化させる。詳細は省略する。	 

○教育課程上の特例等特記すべき事項	 

なし	 

○平成２４年度の教育課程の内容	 

	 教育課程は，あくまで通常通りである。教育課程を特殊化せず，一般的な高校教育の中でSSH

としての教育研究開発を行っている。	 

○具体的な研究事項・活動内容	 

①キー・コンピテンシー基盤研究：先行研究であるOECDによるキー・コンピテンシーなど関連情

報について，国立教育政策研究所での学習会等を実施した。	 

②「特講	 科学の方法」開発：現代文・物理・英語による「国語の論理・物理の論理」，数学・

生物による「ヒトとカエルにおけるものの見え方」，公民・化学による「環境問題」，数学・

情報による「データの分析」など，複数科目が連携した「特講	 科学の方法」の研究授業を実

施した。授業は生徒だけでなく，保護者に対しても実施した。また，本校ですでに実施されて

いる授業を再度見直し，「科学の方法」を身に付ける授業とは何かについても研究中である。	 

③SSH国際担当：タイ王国プリンセス・チュラボーン大学附属高校チェンライ校と相互理解の覚書

を交わした。化学分野の学習として，近隣の高校生（台湾及び韓国）との共同学習，及び化学分

野の専門研究者の講演等を聞く機会として，ＮＩＣＥへの参加募集をした。Bio Clockについての

調査・研究の提案をプレゼンテーションし，国際的研究活動チームが決定された。このチームの

研究支援を開始した。	 

④Intelligent	 café運営：生徒が自由に集まり，議論できる空間Intelligent	 caféを作った。同

時に，大学院生TAの企画により，これを運営する生徒集団が生まれた。この生徒集団による継

続的運営で，講演，座談会などを企画運営さできた。活動は，東京外国語大学学長による座談

会，校内教員らによるトークイベント，カフェ討論会，10min.talk，心理学講座，東北スタデ

ィーツアーなど多数である。	 

⑤SSH英語教材開発：SUPER	 PRESENTATION（NHK番組）から第１人者のプレゼンテーションについ

て学習させた。プレゼンテーションのためのテキスト"THE	 SIGNIFICANCE	 OF	 LEARNING	 PRESENT

ATIONS"，"INFORMATIVE	 AND	 PERSUASIVE	 PRESENTATIONS"を試作した。	 

⑥SSH探究活動：平成24年度SSH生徒研究発表会にて，「クモの糸の粘着力について（英題：How	 

Strong	 a	 Spider	 Web	 `s	 Adhesive	 Force	 Is?）」を英語で発表した。SSH都内東京都内指定校

合同発表会では，口頭発表「インテリジェント・カフェの活動―知の連鎖をめざして－ 」，天

文部が「夜空の明るさの測定」，個人研究として「シャトルの羽はなぜ必要？―シャトルの構

造を科学する－ 」発表した。関東近県SSH合同発表会では，先の発表に加え，「宇宙人文学」の

口頭発表がある。校内コンテストへのエントリーには，教科での課題の優秀作品，生徒個人研

究，総合的な学習の時間における研究，SSH特別講義からの発展研究など9件が選ばれた。	 

⑦特別授業：17テーマ・延べ参加生徒数2129名，他に保護者の参加も多数あった。タイトルのみ

以下に示す。「宇宙に知的生命体はいるか」，「眠るってなんだろう？」，「老化に伴う脳の

病気はなぜ起こる？」，「振動と摩擦を利用する移動機械を創る」，「化学オリンピック実験

問題にチャレンジ」，「電子は磁石！でわかること・できること」，「テトラヒメナが教えて

くれたこと	 ―テロメアから細胞分裂まで―」，「アガロースゲル電気泳動によるDNAの分離」

，「回転体での運動ルーレット」，「モーションキャプチャ・システムを使った行動解析によ

る対人関係の計測」，「バイオサイエンス，特に遺伝と遺伝子，突然変異」，「カカオ栽培か
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らチョコレートの製造まで」，「タイと日本・本校との交流の歴史」，「ヒッグス粒子発見！

」，「遺体が育てた解剖学者」，「藻類ってこんなにおもしろい！！“進化からバイオエネル

ギー生産まで”」，「グローバル人材育成のためにー東京外国語大学の挑戦」	 

⑧評価・分析：特別授業では，共通の数値評価アンケートを作り，数値データ化した。	 

⑨宇宙人文学：講義「人工衛星や宇宙ステーションとの通信の仕組み」，実習「電池不要なラジ

オ（鉱石ラジオ）の製作実習」，宿泊集中講義・巡検巡検「長野県北部~新潟上越~富山湾沿

岸の衛星画像分析ポイント取材」，「博物館におけるデータ取材」，「日本海沿岸の渡来人の

足跡，上越~長野県北部における衛星データ分析」，「宇宙ロケットの打ち上げの仕組み」，

「ペットボトルロケットの打ち上げ理論および実習」，講義「衛星写真から何がわかるのか，

近赤外線画像などからわかる情報について」，実習「パソコン上における衛星写真処理技術①

~世界の衛星画像を自在に切り出してパソコン上で処理する方法について」，巡検「大磯~平

塚エリアにおける渡来人の足跡，衛星画像分析スポット，安藤広重のスケッチ箇所などの巡検

および解説講義」，講義	 地理データと衛星データを重ね合わせることで何がわかるのか」，

「遺跡発掘と近赤外線画像データからわかること」実習「パソコン上における衛星写真処理技

術②~衛星画像データと地理情報データを重ね合わせる技術の習得，地盤沈降および隆起の状

況を再現する方法について~」，講義「今年度のまとめ，来年度への展望及び準備」，実習「

パソコン上における衛星写真処理技術③	 生徒成果研究発表に向けての発表準備指導」	 

⑩国内フィールドワーク：1年生345名が以下の12施設に参加。①東京農工大学遺伝子実験施設	 ②

東京都医学総合研究所	 ③早稲田大学ナノテクノロジー研究所	 ④海洋研究開発機構地球情報

館	 ⑤東京大学物性研究所	 ⑥理化学研究所（和光）	 ⑦宇宙航空研究開発機構（相模原）	 ⑧

理化学研究所（横浜研究所）	 ⑨東芝科学館	 ⑩国立天文台三鷹キャンパス	 ⑪ライオン株式

会社研究開発本部⑫宇宙航空研究開発機構（調布）	 

	 ⑤	 研究開発の成果と課題	 	 

○実施による効果とその評価	 

	 評価結果例を示す。「国語の論理・物理の論理」では，「今回の授業に興味が持てた」4.5(5

段階評価平均)，「このような授業をさらに実施して深める価値はある」4.7，「今回の複数教員

によるコラボレーションに意味はある」4.8などである。各特別授業に対する評価は，いずれも高

いが，高度すぎたと思われるものもある。「ヒッグス粒子発見！！」の場合(数値は生徒，保護者

を表す)，「SSH特別授業を色々やって欲しい」4.3(4.9)，「授業を受けてよかった」4.0(4.6)，「こ

の授業内容を理解できた」2.7(2.8)となっており，良かったが分からなかったというのが実態であろ

う。科学見学実習の評価例として，海洋研究開発機構地球情報館の場合は，学習や進路で2.9，満足

度は4.1である。見学内容には満足したが，学習や進路決定との関係は分からない、と考えている。	 

○実施上の課題と今後の取組	 

	 SULE委員会（教員の6割が自主参加）を中心に，多数の活動を同時並行的に実現してきたが，委

員以外への広まりに欠けた。2年次は「特講	 科学の方法」等を全教員で展開することで，全体の

活動へと広げたい。教員全体での自由な発想を広げる意見交換の時間・機会が不足していた。教

員もIntelligent	 caféなどを活用して，日常的な情報交換をしやすくしたい。	 

	 SSH事業が多岐にわたっているが，授業に大きな変化をもたらさずに実施しているために，どれ

がSSH事業であるのかが分かりにくく，生徒アンケート「ＳＳＨに参加したことで，科学技術に対

する興味・関心・意欲が増しましたか」で大変・やや増したが42%に過ぎないなどの結果が出てい

る。しかし，2年生による3年生での科目選択傾向は，例年なら理系が5割をやや上回る程度である

が，来年度3年生の理系率は3分の2以上となっており，SSH事業効果かもしれない。また、物理チ

ャレンジ(国際物理オリンピック日本予選)に3年生が銀賞、生物オリンピックでは２年生が日本代

表候補になるなど活躍している。	 
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別紙様式２－ １	 

東京学芸大学附属高等学校	 24～28	 

	 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題	 

	 

	 ①	 研究開発の成果	 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）	 

	 全体概況として、研究開発は全体として途上にあり、最終目標とする成果には遠いと言える。	 

①キー・コンピテンシー基盤研究： SSH の活動を通じて、生徒に身につけさせたいキー・コンピ

テンシーとして、具体的に以下の３点を挙げた。	 

• あらゆる問題を科学的に捉え、自ら積極的に解決できる知識、価値観、表現力、伝達能力、行動

力および評価力を身につける。 
• 科学・技術を推進できる。科学的知見に基づく政治・経済活動の評価・判断力を備えている。科

学・技術の理解と科学的・合理的判断に基づく行動ができる。 
• 科学・技術を批判的、相対的に捉えることができる。 

	 これらは、理科、数学だけでなく、あらゆる教科、科目の学習や、学校活動全般にわたって、生

徒に求めていくことになる。このようにして、高度科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人

材に必要なキー・コンピテンシーとは何かについて研究が前進しつつある。	 

②「特講	 科学の方法」開発：以下の5点をコンセプトとして開発に着手した。「科学的手法に基

づく授業」，「科学的な考え方を育てる授業」，「科学を活用した授業」，「科学と連携した授

業」，「科学について考える授業」。さらに、授業の形態として次の3類型を想定し、放課後など

の特別授業や通常授業での実践を行った。ａ：教科・科目を越えたTT方式の授業（他教科・科目

複数の教員がおなじ授業で協力する），ｂ：日常の授業の中でおこなう授業（一人の教員が自分

の教科・科目で実施），ｃ：他教科の授業との関連を明示しておこなう日常での授業	 

	 このようにして、あらゆる科目でSULEの理念を実現する授業の可能性が見えてきた。	 

③SSH国際担当：具体的な活動は次年度からであるが、3つの大きな国際的活動の準備はできた。3

つとは、アジア圏の学校とのSSH交流、国際会議への生徒の参加、生徒からの自発的提案による

国際的研究活動である。	 

④Intelligent	 café運営：東京外国語大学学長による座談会，校内教員らによるトークイベント

，カフェ討論会，10min.talk，心理学講座，東北スタディーツアーなどの企画運営を通して，

生徒の自主活動が展開できた。	 

⑤SSH英語教材開発：	 SUPER	 PRESENTATION（NHK番組）から第１人者のプレゼンテーションについ

て学習させた。プレゼンテーションのためのテキスト"THE	 SIGNIFICANCE	 OF	 LEARNING	 PRESENT

ATIONS"，"INFORMATIVE	 AND	 PERSUASIVE	 PRESENTATIONS"を試作した。国際舞台での説得力のあ

る表現力が育つ英語教材とはいかなるものか，生徒への活用を通して評価・検証を目指した。	 

⑥SSH探究活動：平成24年度SSH生徒研究発表会にて，「クモの糸の粘着力について（英題：How	 

Strong	 a	 Spider	 Web	 `s	 Adhesive	 Force	 Is?）」を英語で発表した。SSH都内東京都内指定校

合同発表会や関東近県SSH合同発表会にも積極的に参加している。校内コンテストへのエントリ

ーには，教科での課題の優秀作品，生徒個人研究，総合的な学習の時間における研究，SSH特別

講義からの発展研究など次の9件が選ばれた。「In	 Cafe活動」	 ，「身近な微生物の同定」，「

城ヶ島と荒崎における三崎層の比較」，「シャトルの羽根はなぜ必要？~シャトルの構造を科

学する~」，「宇宙人文学総まとめ」，「夜空の明るさの測定」，「新しいセキュアなコンピ

ュータシステムの構築について」，「アガロースゲル電気泳動によるDNA分離について」，「錬

金術の再現~だれでもできる黄金錬成」	 

	 多様な場面で生徒の自主的な探究活動が広がりつつある。	 
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⑦特別授業：文系も含む様々な分野での専門家による講演，講義，実験，座談会等を自由参加の

中で実施し，知見を広め，学習や進路への動機付けができた。この時，保護者への参加も可能

とし，保護者の意識改革にも働きかけることができた。	 

⑧宇宙人文学：年間を通して、講義，実習，宿泊を伴う現地調査も含めて活動をした。宇宙から

の情報で人文学の解釈を深めたり改めたりしながら，具体的データと推論，現地での判断など

総合的な科学力を人文分野の研究を通して獲得する授業開発を行った。科学・技術を用いて、

人文学を解きほぐすことができることが分かった。	 

⑨国内フィールドワーク：1年生全員により地層研究を実施し，自然を観察・分析・報告する能力

を育てた。1年生全員が大学や研究所などの訪問学習などを行い，理系キャリア教育として活用

できた。	 

	 ②	 研究開発の課題	 	 （根拠となるデータ等を報告書「④関係資料」に添付すること）	 

①キー・コンピテンシー基盤研究：今後は、評価規準と評価方法を各教科の授業に即した形で具体

化して、キー・コンピテンシーが身に付いたことを評価できるように研究を進める必要がある。

特に、生徒が達成すべき範囲と水準を明確にすることが必要である。 
	 また、本校が SULE で目指すキー・コンピテンシーおよびそれを身につけさせるための教育シス

テムは、他の実践とどう異なりどのような共通点を持つのかを検証し、教員養成大学の附属学校

として教育実習や現職教員研修にどのように寄与できるかも検討する。 

②「特講	 科学の方法」開発：次年度以降へ向けて，以下のような成果の抽出と構築を進める必

要がある。1)簡易指導案の作成	 2)授業資料の収集	 	 3)報告書、紀要等に必要な情報、生徒

の反応、成果作品などの保管	 4)各教科カリキュラム内に既にある「科学の方法」にかかわる

授業の抽出・報告	 

③SSH国際担当：具体的実施とともに，H26年度への継続準備を早めに行う必要がある。	 

④Intelligent	 café運営：参加者が特定の生徒，教員に偏る傾向にあり，校内認知度をさらに高

めたい。また，当初のねらいであるギフティッドな生徒を発掘し，育てるきっかけとなる議論

の場としても広げていきたい。	 

⑤SSH英語教材開発：今年度は，教材試作・試用段階で終わったが，「すべての教科のために」、

「すべての生徒のために」資するようなプレゼンテーションの教材を作成し，「説得力のある

」プレゼンテーションを生徒に実現させるためにはどのような方法があるのかをより具体的に

そして詳細に調査•研究し、教材化を図る。	 

⑥SSH 探究活動：次年度は，年度当初に生徒に参加しやすい企画を提示して，希望者全員が参加できる

日程を確保することが課題である。インテリジェント・カフェや宇宙人文学の発表は，次年度以降も

継続的な発表が望まれる。校内コンテストの運営方式，評価方法などの検討課題がある。	 	 

⑦特別授業：いずれの授業も好評であり、継続の価値は大きい。一方、年間を通してのシラバス

を早期に提示し，年間を見通した募集をするべきである。	 

⑧評価・分析：今年度は、事業を立ち上げ実施することに追われ，評価研究がおろそかになった

。具体的な事業ごとのねらいを明確に示し，東京学芸大学理科教員高度支援センターとの連携

を十分にはかる必要がある。	 

⑨宇宙人文学：今後内容が複雑になると，打ち合わせに時間を要する。TA が事前準備・当日とも

に毎回必要である。さらに多くの担当教員と教員研修が必要である。企業の方が講師となる場合

には，謝金の振込先を個人ではなく会社にできるように改善していただきたい。 
⑩国内フィールドワーク：現行の見学先が妥当であるかどうかを再検討する。施設見学プログラム

時間の検討。内容理解と生徒への効果を検証し，望ましいプログラムを検討する。興味を示さな

い生徒に対応を検討する。	 
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１	 研究の概要及び本校の概要等	 

1-1	 研究開発の実施期間	 

平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日	 

	 

1-2	 研究開発の課題	 

	 高度な科学・技術を基盤とする国際社会で活躍する人材に必要なキー・コンピテンシー

を獲得させる授業法および学校教育システムの研究開発を実施する。	 

	 

1-3 研究開発の経緯	 

	 世界の政治、経済、環境等の諸問題は、科学・技術の影響を強く受けている。これらの

解決には、諸問題の本質を科学的に理解し、適切な行動ができる国民を育てることが重要

である。このためには、高度な科学・技術を推進するリーダーの育成、科学的知見に基づ

く政治・経済活動の評価・判断力を備えたリーダーの育成、科学・技術の理解と科学的・

合理的判断に基づく行動のできる国民の育成が必要である。この根源的な解決策は、教育

にある。政治・経済的閉塞感を打破する新たな価値を生産できる能力、環境問題を解決す

るために多数の人々を動かす能力、これらを育成する教育が必要である。また、そのよう

な能力を育てる教育者の育成も欠かせない。	 

高度科学・技術を基盤とした国際社会のリーダーに必要なキー・コンピテンシーを獲得

させるために，日常的なあらゆる授業で、科学の方法の学習を導入した具体的な授業を開

発・実践する。ここで第一に明らかにしなければならないことは、上記のようなキー・コ

ンピテンシーとは何かである。しかし、これが容易に明らかとなり具体化されるとは考え

にくい。そこで、これにかかわると思われる様々な事業を実施・評価しつつ、キー・コン

ピテンシー基盤研究とあらゆる授業で「科学の方法」を身に付ける「特講	 科学の方法」

の研究・開発を通して、SULE（Scientific	 Universal	 Logic	 for	 Education）の理念を実

現していくこととした。	 

	 

1-4	 学校の概要	 

（１）学校名等	 

	 	 	 	 学校名	 東 京 学 芸 大 学 附 属 高 等 学 校
とうきょうがくげいだいがくふぞくこうとうがっこう

	 	 

校長名	 原田	 和雄	 

（２）所在地等	 

	 	 	 	 所 	 	 在 	 	 地	 	 東京都世田谷区下馬４‐１‐５	 

	 	 電	 話	 番	 号	 	 ０３‐３４２１‐５１５１	 

	 	 F	 A	 X	 番	 号	 	 	 ０３‐３４２１‐５１５２	 
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（３）課程・学科・学年別の生徒数、学級数及び教職員数	 

	 	 ①課程・学科・学年別の生徒数、学級数	 

課程
	 
学科

	 
第１学年	 第２学年	 第３学年	 合計	 

生徒数	 学級数	 生徒数	 学級数	 生徒数	 学級数	 生徒数	 学級数	 

全日制	 普通科	 344	 8	 346	 8	 352	 8	 1042	 24	 

	 

	 ②教職員数	 

校長	 副校長	 教諭	 養護教諭	 非常勤講師	 実習助手	 ALT	 SC	 事務職員	 司書	 その他	 計	 

1	 1	 54	 1	 12	 1	 2	 1	 6	 2	 3	 84	 

	 

1-5	 	 研究の概要	 

①	 SULE（Scientific	 Universal	 Logic	 for	 Education）の理念に基づいて、本校での学

びを捉えなおす。SULE の理念は、既に多くの授業で実現している部分もあるが、改め

て整理・検証を要する。通常の授業や SSH の活動を通じて身につけさせたいキー・コ

ンピテンシーを具体化することや、それを実現するための授業方法、またそれを検証

する評価の方法について研究を進める。	 

②	 様々な科目の通常授業に，異種教科チームで企画・実施する「特講	 科学の方法」を

導入する。ここでは，科学的手法に基づき問題解決にあたる授業を各教科で研究・開

発・実践する。また，各科目の授業に科学的手法，科学の方法を取り入れる。	 

③	 知的議論を自由に行える場所・設備・人材を提供する Intelligent	 café を設置する。

生徒が科学的な議論や簡単な実験を行うことができ，大学生等の協力による自主ゼミ

等の空間を提供し，生徒が自由な発想で科学的好奇心を膨らませる。	 

④	 ②，③などを通して，科学的に討論する能力と実践力を育てる。	 

⑤	 国際会議で発表し討論できる実践的英語力の育成をする。そのためのテキストと視聴

覚教材を試作し，英語による説得力あるプレゼンテーション能力を育てる。	 

⑥	 国際交流、国際的な発表場面、自らの企画による国際的調査研究などを実施する。	 

⑦	 生徒による自主的な探究活動を支援し、研究の方法と発表方法についても学ぶ。	 

⑧	 専門家による特別授業を複数設け、学問への興味・関心を高め、キャリア教育へもつ

なげる	 

⑨	 自然科学、社会科学の研究・調査をするフィールドワーク，研究機関への訪問学習な

どを通して、科学・技術への視野を広げ、キャリア教育にもつなげる。	 
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⑩	 宇宙人文学という新しい分野の学習を通して、周辺領域の研究などへも目覚めさせる。	 

	 

1-6	 研究開発の実施規模	 

	 全校生徒を対象とし，希望者を対象とした放課後や土曜・日曜，長期休業に特別講座等

も開設する。	 

	 

２．研究開発の内容・方法・検証等	 

2-1.	 	 現状の分析と研究の仮説	 

①	 現状の分析	 

	 現代の社会における様々な問題は，環境問題は勿論のこと，政治，経済的な問題であ

っても，その底流には，科学・技術の影響を強く受けている国際的な問題であることが

多い。その解決には，諸問題の本質を科学的に把握し，適切な行動ができる国民を育成

することが重要である。しかし，TIMSS2007 の調査によると，日本の子供達は理数科目

の学習への重要性の認識で，国際平均値を大きく下回っている現状がある。2009 年の

PISA 調査では，記述問題に「無回答」率が高く，熟考型問題の正解率が低いことが問題

点として挙げられている。この問題を本校でも実施・分析したところ，同様な傾向であ

った。この現状を改善するためには，あらゆる問題を科学的に捉え，自ら積極的に解決

できる知識，価値観，行動力を育てることの意義を実感させる教育を受けさせる必要が

ある。この教育は，科学・技術を推進するリーダーの育成だけでなく，科学的知見に基

づく政治・経済活動への判断力や評価の能力を備えたリーダーの育成，科学・技術の理

解と科学的・合理的判断に基づく行動ができる国民の育成を目指すべきである。このた

めに必要なキー・コンピテンシーを獲得させるべく，すべての生徒に，あらゆる教科が

連携して科学的な見方・考え方を育て，あるいは支援する学習が必要である。	 

②	 研究の仮説	 

	 学習者を、知識を受け取るだけの「容れ物」とイメージするのではなく，刻一刻と変

化する状況に結びついていこうとする「ネットワーク上の存在」と捉えて，状況に応じ

て適切に資源（知識）を組み合わせる思考力や，他者と相互交流できる表現力を養う授

業が必要である。ここで教員が考えるべきは，何を教えるかではなく，どのような「場」

（状況）を教室につくり出し，いかに生徒から言葉・思考・活動を引き出すかである。

そこから生まれた授業を通して生徒たちは，PISA 調査で日本の生徒においてやや弱いと

された「疑問を認識する力」や「現象を論理的・科学的に説明する力」を伸ばすことが

できるであろう。	 

キー・コンピテンシーの 1 つとして，すべての活動を下支えする言語活用能力の育成

を基盤とした上で，以下の３つの仮説を立て，本研究を行う。	 

（仮説１）日常の授業を通じての深まり	 

	 高度科学・技術社会のリーダーに必要なキー・コンピテンシーの獲得には，単なる理
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数教育だけでは不十分である。すべての生徒に，あらゆる教科が連携して科学的な見方・

考え方を育てる多様な授業を，多数与える必要があると考える。	 

更に，将来，科学・技術系を専門分野として国際的な活動ができる人材の輩出には，

科学分野の先端的・総合的・研究的な内容を，学問的に深めた実験や観察を自ら実践す

ることにより，幅広い学問分野の基礎となる見方や考え方が科学以外の分野においても，

より一層着実に育成されるであろう。また，具体的な観察・実験，実際の資料やデータ

等を基にして，意欲的かつ能動的に学びとった経験に裏打ちされた学習は，そうでない

場合に対して，より一層本質的な深い理解に到達するであろう。	 

（仮説２）授業時間以外での個別的学習による深まり	 

	 様々な学問の分野を授業時間の枠組みにとらわれずに科学的な見方・考え方を意識し

ながら学ぶことにより，複数の学問分野が相互に関連し合い，質的にもより深まるであ

ろう。大学や研究所等との連携を図ることにより，研究や学習活動への発展の契機とな

り，国際的な幅広い分野の推進者となる可能性もより深く広くなることが期待できるで

あろう。24 年度から実施している特別授業，科学見学実習などをさらに発展させ，内容

の充実や公開の対象を増やすことで，生徒の科学的な学びの幅を広げると同時に，地域

や保護者との連携も一層深めていくことが期待できるであろう。	 

（仮説３）総合的な表現力・ディベート能力の深まり	 

	 学習内容を説明させることは，理解の深化に効果的であることが認知心理学の研究で

明らかになっている。学習や研究した科学的な内容を，同年代の高校生や小中学生を相

手に発表することにより，また，外国の青少年を相手に報告する機会を設けることによ

り，学びの質がより深まり定着するだけでなく，様々なプレゼンテーション能力が増す

であろう。また，学校内で科学的な内容を主体とした，自由に話しあえる雰囲気の場を

積極的に設けることにより，自由で闊達な知的空間が，生徒達の間に成長するであろう。	 

	 国際化に対応したディベート能力の育成には，日常的に疑問を持ち，議論を深めるこ

とが大切だとする価値観が育つ学習場面と英語等で表現する学習場面を多数用意するこ

とが効果的と考える。	 

	 

2-2.研究内容・方法・検証等	 

	 以上の仮説を検証すべく、次ページ以降に具体的な SSH 研究開発の実施内容・方法・検

証等を示す。 
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平成 24年度SSH研究開発の実施内容 

（１）「キー・コンピテンシー」部会の活動報告 
１－１．研究開発の課題	 

	 「キー・コンピテンシー」部会では，事業計画に

あるように，「高度な科学・技術を基盤とする国際社

会において活躍できる人材に必要なキー・コンピテ

ンシーを獲得させる授業法および学校教育システム

を研究開発する」ことを目標としている。初年度の

活動は，まず，OECDのDeSeCo（Definition and 
Selection of Competencies）プロジェクトによるキ
ー・コンピテンシーについて明らかにし，本校の教

育において，生徒にいかなるコンピテンシーを身に

つけさせるべきかを明確にする。また，教員養成大

学の附属学校として，そのような学校教育システム

を広めていくために必要なことを検討する。 
 
１－２．研究開発の経緯	 

	 まず，DeSeCo プロジェクトによるキー・コンピ
テンシーの報告書等により，どのような経緯でキ

ー・コンピテンシーを定義したのかを確認した。ま

た，関連資料の調査によって，日本をはじめ，ヨー

ロッパ諸国，アメリカでのキー・コンピテンシーを

めぐる教育改革の動向を概観した。この概念の各国

での受容の仕方は一様ではなく，コンピテンシーが

身に付いたことをどのように測定し，評価するかに

ついてもそれぞれの国で様々な議論があることがわ

かった。 
	 これらの調査を踏まえて，本校が SSH の活動を
通じて生徒に身につけさせたいキー・コンピテンシ

ーを具体化するとともに，生徒がキー・コンピテン

シーを身につけたかどうかを評価，検証する方法に

ついても検討することにした。 
 
１－３．研究開発の内容	 

１－３－１．本校で目指すキー・コンピテンシー	 

	 本校では，以前から本校の教育の特質を「本物教

育」と表現してきた。生徒が本物に触れる機会を数

多く提供し，実験や観察，実習を通じて探究的に学

習することを授業や教科の行事を通じて実践してき

た。これを改めてSULE（Scientific	 Universal	 Logic	 

for	 Education）の理念に基づいて見直し，本校での

学習を「真正な学び（Authentic Learning）」とす
ることが重要であると考えた。既に多くの授業で実

現していることではあるが，改めて，整理して検証

する必要がある。通常の授業や SSH の活動を通じ
て身につけさせたいキー・コンピテンシーを具体化

することや，それを実現するための授業方法，また

それを検証する評価の方法について検討を進めてい

るところである。 
	 本校 SSH の活動を通じて，生徒に身につけさせ
たいキー・コンピテンシーとして，具体的に以下の

３点を挙げた。	 

• あらゆる問題を科学的に捉え，自ら積極的に解決
できる知識，価値観，表現力，伝達能力，行動力

および評価力を身につける。 
• 科学・技術を推進できる。科学的知見に基づく政
治・経済活動の評価・判断力を備えている。科学・

技術の理解と科学的・合理的判断に基づく行動が

できる。 
• 科学・技術を批判的，相対的に捉えることができ
る。 

	 これらは，理科，数学だけでなく，あらゆる教科，

科目の学習や，学校活動全般にわたって，生徒に求

めていくことになる。 
１－３－２．	 評価の方法について	 

	 上述のキー・コンピテンシーを生徒が身につけた

かどうかを評価する方法として，パフォーマンス評

価が有効であると考えた。運営指導委員である深堀

聰子先生にコーディネートしていただき，パフォー

マンス評価に詳しい京都大学・西岡加名恵准教授を

お招きして学習会を行った。本校からは管理職と

様々な教科の SULE委員 12名が参加した。 
「SULEが目指すキー・コンピテンシーとその評価
方法について」 
日時：2012年 12月 28日（金）	 15:00～18:00 
場所：国立教育政策研究所 
参加者 
	 西岡加名恵	 京都大学教育学部准教授 
	 深堀聡子	 	 国立教育政研究所高等教育研究部 
	 	 	 	 	 	 	 総括研究官（SSH運営指導委員） 
	 原田和雄	 （本校校長） 
	 岸谷正彦	 （本校副校長） 
	 川角博 	 （本校教諭	 SULE委員長	 理科） 
	 若宮知佐	 （本校教諭	 国語） 
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	 藤野敦 	 （本校教諭	 地理歴史） 
	 安井崇	 	 （本校教諭	 地理歴史） 
	 加納隆徳	 （本校教諭	 公民） 
	 大谷晋	 	 （本校教諭	 数学） 
	 宮城政昭	 （本校教諭	 理科） 
	 坂井英夫	 （本校教諭	 理科） 
	 尾澤勇	 	 （本校教諭	 芸術） 
	 石崎智子	 （本校教諭	 英語） 
	 西岡加名恵先生から，「真正な学び（Authentic 
Learning）」を成立させるためには，どう評価する
かが重要性であり，パフォーマンス評価の有用性を

ご教授頂いた。そして，パフォーマンス評価の実際

的な進め方とルーブリックの活用の方法について，

国内外の具体例を紹介していただきながら解説して

いただいた。西岡先生からのお話を伺い，西岡先生，

深堀先生と本校 SULE 委員との間で活発な議論が
展開された。 
	 SSH で実現しようとしている探求的な学習を評

価するためには，パフォーマンス評価は有効である

と考えられる。 
１－３－３．授業実践例（１年生「国語総合」）	 

	 １年生「国語総合」（現代文分野）で，日本の「エ

ネルギー選択と環境の問題」を題材として探究的な

学習を行い，パフォーマンス評価を実施した。上記

1-3-1 に挙げた本校 SSH が目指すキー・コンピテ
ンシーに照らし，「高度に科学・技術が発達した社

会における，専門的知識が要求され不確実性の高い

課題に対し，主体的に判断し行動していくことがで

きる」生徒像を目指し，「エネルギー選択と環境の

問題」について 1)情報を収集し，2)争点を認知し，

3)討論し，4)プレゼンを行い，5)論文を作成させ
たものである（授業の詳細については『資料編』を

参照のこと）。経済的な側面については公民科と，

原子力発電の問題については理科（物理）と，情報

収集や意見発表のしかたについては情報科と連携し

て授業を展開した。ルーブリックの活用は，生徒に

つけさせたい力が明確になる点で有用であった。 
 
１－４．実施の効果とその評価	 

	 今年度は SSH の一年次で，キー・コンピテンシ
ーについての基礎的な調査を行い，概念的な整理を

行う段階であり，具体的な実践をする段階ではない

ので，評価は行っていない。	  

１－５．実施上の課題及び今後の研究開発の方向	 

	 今後は，評価規準と評価方法を各教科の授業に即

した形で具体化して，キー・コンピテンシーが身に

付いたことを評価できるように研究を進める必要が

ある。特に，生徒が達成すべき範囲と水準を明確に

することが必要である。 
	 また，本校が SULEで目指すキー・コンピテンシ
ーおよびそれを身につけさせるための教育システム

は，他の実践とどう異なりどのような共通点を持つ

のかを検証し，教員養成大学の附属学校として教育

実習や現職教員研修にどのように寄与できるかも検

討したい。 
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（２）「特講	 科学の方法」部会の活動報告	 

2-1. 研究開発の概要 
	 「特講	 科学の方法」部会では，総合的で自然な

ものとして科学の方法を身に着けるための授業開発

を目的とする。本校の SSH 事業全体の理念のもと
に，特定の生徒や教科・科目に限定された教育カリ

キュラムではなく，「全ての生徒に全ての教科で」事

象に対する総合的な理解や対処能力を磨くことを目

的とした，あらゆる教科・科目を対象としての授業

開発を開始した。	 

	 本年度は，	 

①教科・科目を越えたTT方式の授業の開発と公開授

業の実践	 

②各教科・科目における日常の授業実践計画の中で

実施できる授業計画の研究構想の着手をおこなった。	 

	 以上の二点を主として開発を進めた。この中で

2012年 10月 1日，本校における情報公開研究大会
での授業公開，次年度年間授業計画を踏まえた.各教
科・科目の「SULE」授業の開発着手をおこなった。 
	 

2-2.	 研究開発の経緯 
	 SULE委員会発足時において示された目的（あら
ゆる問題を科学的に捉え，自ら積極的に解決できる

知識，価値観，表現力，伝達能力，行動力および評

価力。科学的知見に基づく政治・経済活動の評価・

判断力を備えている生徒，科学・技術の理解と科学

的・合理的判断に基づく行動ができる生徒の育成）

を受け，2012 年 5 月より，開発対象となる授業の
のカテゴライズを開始した。10月の情報公開研究大
会において，4種 5時間の「教科・科目を超えたテ
ィーム・ティーチング方式の授業開発」による授業

の公開，および協議会を実施した。また，全体に先

んじて委員会内での各教科・科目の日常授業におい

て実施する SULEの理念・目的に沿った授業の研究
を開始した。 
 
2-3. 研究開発の方法 
	 2-3.1.「特講	 科学の方法」の類型化 
「特講	 科学の方法」は，以下の5点をコンセプ

トとして開発に着手した。	 

	 

Ⅰ「科学的手法に基づく授業」	 

Ⅱ「科学的な考え方を育てる授業」	 

Ⅲ「科学を活用した授業」	 

Ⅳ「科学と連携した授業」	 

Ⅴ「科学について考える授業」	 

	 

さらに，授業の形態として以下の3つの類型を

想定した。	 

ａ：教科・科目を越えたTT方式の授業（他教科・

科目複数の教員がおなじ授業で協力する）	 

ｂ：日常の授業の中でおこなう授業（一人の教員

が自分の教科・科目でSULE授業をおこなう）	 

	 

ｃ：日常の授業で各教科がおこなっているが，他

教科の授業との関連を明示しておこなう授業

（ｂの授業形態であるが，他教科の教員と打ち

合わせ，生徒が意識できる時間的な範囲の中で

関連を意識させSULE授業をおこなう）	 

	 

実施の時期や方法については，以下の二つの方法

を想定した。	 

α：特別講座として，日常の授業日以外の想定で

講座形式でおこなう授業。	 

β：日常の授業において，年間計画に基づいてお

こなう授業。	 

	 

2-3-2.教科・科目を超えたティーム・ティーチング

方式の授業開発	 

	 

	 平成24年 10月 1日（月），本校において「情報教

育公開研究大会」を開催した。テーマとして，「教科

の枠を超えよう~１つのテーマを複数の視点で考え

させる授業の試み~」を設定して，4 種 5 時間の授

業を公開した。4 種の授業は以下のようなものであ

る。	 

①物理・現代文・英語「物理の論理・国語の論理」	 

②数学・生物「ものの見え方」	 

③情報・数学「情報の表現と伝達（統計的な情報

の分析）」（2時間連続授業）	 

④化学・公民「環境問題:ダイオキシンと地球温暖

化」	 

また，①の授業については，保護者対象の授業体験

会においても実施した。	 

以下，概要を順に示す。	 
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①	 物理・現代文・英語	 

「物理の論理・国語の論理」	 

ⅰ	 設定	 

現代文の問題で，なぜそれを正解とし，他を不正

解とするのか。そこにある論理構造を，物理の問題

理解にも適用できないか。これを解決するべく，英

語，国語，物理の論理について生徒とともに考える。 
(1)	 英文は論理的な構造をしているという。英語
で書かれた物理の記述は，論理的で分かり易い

のか。これに関して，物理に関して英語で記述

された内容について，英語の立場と物理の立場

から分析を試みた。 
(2)	 現代文の問題で，与えられた問題文章空間と
選択肢との包含関係を捉える構造になっている

場合について考える。この空間を切り出し，包

含関係を捉えていく過程に，国語の論理の一つ

がある。 
(3)	 物理の問題が解けない最大の原因は，問題文
からその現象をイメージできないことにある。

この理解には，言語による論理的理解のみで済

むのか，理解の基盤として他に必要な情報は要

らないのか，それは何か。 
(4)	 文章から得られる情報に，その人の価値観が
投影されて，理解した（と思っている）イメー

ジが作り出される。そこには，国語の誤解，英

語の誤解，物理の誤解が含まれている。	 

	 

ⅱ	 授業のねらい 
・物理法則の英文によるあいまいな表現について，

批判的に読むことができる。 
・イギリスの物理テキスト”Advanced PHYSICS”
における PRACTICEの論理構造の問題点につ
いて，分析的理解ができる。 
・現代文問題の解答選択論理を，分析的に理解す

る。 
・センター試験物理における解答への現代文的論

理構造について理解する。 
・日本の高校物理教科書に見る「慣性の法則」の

記述上の問題点について知る。 
・物理の問題が解けない主因について理解する。 
・物理問題文の論理を理解する。 

 
ⅲ	 指導観 

(1) 授業観	 物理問題文の理解と解答に至る論理を，
現代文のそれと比較を通して理解しようとしてい

る。この時，英文による物理学の表現についても

参考とする。 
(2) 生徒観	 中学校 3 年生理科，および高等学校物
理Ⅰの 1学期に「運動の 3法則」については，既
習である。実験を通して自らよく学ぶ生徒たちで

あり，レポート作成などを通して科学論文の表現

力も育ちつつある。 
(3) 教材観  別紙資料は，実際の日英の高校や大学
の物理テキストやセンター試験や 2次試験の問題
等に基づいており，生徒に理解しやすく，共感的

に受け入れやすいものを選んでいる。 
 
ⅳ	 年間指導計画における位置付け 
情報公開授業研究会において，あらゆる教科・科

目を対象とした「特講	 科学の方法」の一環として，

科学的な理解について学ぶ。物理，現代文，英語の

日常的な学習を踏まえ，これらを総合的にとらえて，

問題解答に至る文章を中心とする論理構造の共通点

や違いを理解する機会として本授業を実施する。 
 
ⅴ	 指導計画と評価計画 
・他の授業とのつながり	 日常的に，物理，現代文，

英語等の学習に興味・関心がもたれている必要が

ある。 
・他の単元とのつながり	 「特講	 科学の方法」と

して，あらゆる教科・科目で科学の方法を学ぶこ

とで，科学的な見方・考え方が育つとともに，総

合力としての真の学力が身につく。 
・評価計画	 本時においては，授業最後の問題正解

状況と別途実施した 3年生実力テストの正答率と
の比較によって評価ができる可能性がある。また，

授業後のアンケート調査結果に含まれる肯定的な

回答の分析による。いずれにしても，「特講	 科学

の方法」の評価方法そのものが，研究段階である。	 	 

	 

	 

②生物・数学	 「ものの見え方」 
ⅰ	 設定	 

数学科では，平成 24年度 公開教育研究大会にお
いて，公開授業「ものの見え方̶東京スカイツリーと

東京タワーを題材にして」を行い，具体的な事象か
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ら関数を見出し，数学的に考察するための指導を行

った。ここでは，対象からの距離によるものの見え

方の違いを図形的解釈によって行ったが，生徒や参

観者からは，奥行き，遠近感を感じるしくみについ

ての議論が挙がった。一方，理科（生物）では，受

容器としての目の構造や，遠近調節，明暗調節など

を扱うが，最終的に，脳へと伝えられて視覚が成立

するまでには水晶体（レンズ）での光の屈折には凸

レンズの性質が，網膜上に像を結ぶには対象の大き

さや対象までの距離などの外界の情報が，脳での視

覚の成立には現在置かれている状態（見ている位置，

方向，動きなど）や過去の経験といった心理的な要

素が影響を与えるなど，数多くの要因が関係してい

るため，授業で学ぶことと，身近な事象との間には

隔たりがある。 
	 そこで，具体的な事象から「ものの見え方」を考

察させるため，対象の大きさと距離による見え方の

違いに焦点をあてて数学的，生物学的アプローチを

試みた。網膜上にうつる像の大きさから考察をはじ

め，距離が変わっても，物体の絶対的大きさを知る

ためのしくみが生物に備わっていることを考察させ

た。 
 
ⅱ	 本時の目標 
	 カエルの餌取り行動という本能行動を観察し，そ

れを引き起こす鍵刺激を探る。先行研究のデータを

用い，模型との距離や視角の変化によって，カエル

の行動が変化することを読み取り，受容される刺激

の特徴を，数学的な図形解釈から考察する。また，

その行動がカエルの生活する環境にどのように適応

しているのかを考察したする。 
 
ⅲ	 学習活動 
①東京スカイツリーと東京タワーを題材に，「ものの

見え方」を考える。相似図形，三角比，アポロニウ

スの円などを根拠に，東京スカイツリーと東京タワ

ーが同じ高さに見える地点を考える。物体の大きさ

の知覚と網膜上の像の大きさとの関係を考える。 
②網膜上に像をつくる実験を行う。目を動かすこと

で残像が網膜に生じていることを確認し，スクリー

ン上，および手元では残像の大きさが違うことを確

認する。網膜上の像の大きさのみでなく，距離の情

報が物体の大きさの知覚に関係することを知る。 

④カエルの餌とり行動を観察する。代表生徒が餌を

提示し，他の生徒はモニター上で見る。物体の絶対

的大きさを判断する能力がカエルに備わっているこ

とを，先行研究データから三角比の表を用いて計算

し読み取る。 
⑤三次元情報から距離を知る手がかり，二次元情報

から距離を知る手がかりを考える。実際にものを見

る三次元世界と，映像などの二次元世界から奥行き

を知る手がかりを考える。 
⑥左右の眼に少しだけずれた図を見て，立体的に見

えることを確認する。両眼視差により，脳で情報が

再構築されることを知る。 
⑦東京スカイツリーと東京タワーが同じ高さに見え

る場所からの写真を見る。遠いのはどちらか，実際

の高さが高いのはどちらか予想する。 
⑧視覚に関わる脳の働きを考える 
 
ⅳ	 成果と課題 
授業の後の生徒の感想の分析からは，「数学と生物

が関係している」ことに驚きや面白さを感じている

記述があった。このことから，まだまだ教科横断的

な見方が不足しているように感じられる。 
	 時間が許せば，数学と生物の関わりをもっと出す

ことも可能であった。上述の本授業の学習活動④に

おいて，カエルの好む獲物の大きさ x を求める際，
ℓを模型までの距離，θを視角としたとき，x＝ℓtan
θで求める方法と x＝2ℓtan(θ÷2)で求める方法と
があるが，どちらの方法でも似た結果を得る。実際

に，このことに疑問を持った生徒もいた。それはθ

が 0に近い場合，tan2θ≒2tanθとできることに起
因するのであるが，2 つの方法とその疑問を全体で
共有し，「なぜ似た結果を得るのか」と数学の舞台に

乗せることも可能であった。このように授業を展開

すると数学と生物の関わりをもっと強調することも

できたと考えられる。 
	 「数学と生物は結構関係が深い」「切っても切り離

せない」といった感想があるように，科学，数学は

いずれも自然の事象を探究する学問である。本授業

で扱った「ヒトのものの見方」については，自らの

身体が瞬時に外界の情報を処理してしまっているた

めに意識にのぼらないものであるが，自然の法則の

中での自分自身の存在について，科学的な自然観を

育成することにもつながると思われる。 
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③情報・数学	 「情報の表現と伝達（統計的な情

報の分析）」（2時間連続授業）	 

 
ⅰ 目的 
平成25年度より実施される学習指導要領では，

「思考力・判断力・表現力」等を育成するために，

概念・法則・意図などを解釈し，説明する学習活動

や，情報を分析・評価し，論述する学習活動を発達

の段階に応じて充実させることが求められている．

各教科等での観察・実験，レポートの作成，論述な

どの学習活動の基盤として共通教科情報で身につけ

るべき情報活用能力の育成を目指す．今回の情報教

育公開研究大会の公開授業では情報科と数学科が連

携し，統計的な情報の扱い，統計的な意味について

考察できるようにすることを目標とする。	 

	 

ⅱ	 概要	 

	 前時では，与えられたデータを「折れ線グラフ」

で表すのが適切か，「散布図」で表すのが適切なの

か判断する課題を設定し，散布図の利用場面を確認

させた．本時ではまず前時の確認を行い，例題１の

右のデータが「折れ線グラフ」では不適切であるこ

とを確認する．２つの変数の関係性を示すグラフと

しての散布図の利用について学ぶ．本時扱うデータ

はいずれも線形近似を用いる事により分析できるデ

ータのみを扱う．「内挿と外挿」を扱い，欠損値の

処理の仕方と外挿の危険性について説明する．また

これら欠損値が生じた場合の処理について理解する．

「近似曲線」の課題では，異なる傾向を示す２つの

データ（晴れの日と雨の日）を分離し処理できる事

を目標とする．散布図や近似曲線を利用する事でデ

ータを処理できることを理解し，他のデータにも適

用することができるようにする．授業で示す直線的

傾向が読み取れるデータから最小２乗法や相関係数

がなぜ算出されるか興味，関心を持ち数学への橋渡

しとする。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

指導計画：全１０時間（本時は第３回目）	 

第

１

回	 

表計算ソフトウェアを利用したデータ処理（１）

数値データの入力と処理．（表計算ソフトウェ

アでの四則演算，SUM関数，AVERAGE 関数，MAX

関数，MIN 関数，IF関数，COUNTIF関数の扱い）	 

第	 

２	 

回	 

表計算ソフトウェアを利用したデータ処理（２）	 

相対参照と絶対参照．グラフの扱いと情報伝達

の工夫．（グラフの種類から読み取れる情報の工

夫，RANK関数，入れ子のIF関数）	 

第	 

３	 

回	 

表計算ソフトウェアを利用したデータ処理（３）	 

折れ線グラフと散布図．回帰直線の扱い．デ

ータの予測方法．最小２乗法による回帰直線の

求め方．	 

第	 

４	 

回	 

表計算ソフトウェアを利用したデータ処理（４）	 

座席表の作り方．（RAND関数，ROUND関数，

VLOOKUP 関数，LEFT関数，FIND関数）	 

第

５

回	 

表計算ソフトウェアを利用したデータ処理（５）	 

偏差値の意味と求め方．（MEDIAN 関数，VARP

関数，STDEVP 関数）	 

	 

評価の観点：	 

関心	 

態度	 

ソフトがから得られる近似曲線の算出方法

に興味を持つ．	 

思考	 

判断	 

与えられたデータを分析するのに折れ線グ

ラフが適切か，散布図を利用するのが適切か

を判断できる．異なる種類のデータを分割し

て分析ができる．	 

技能	 

表現	 

与えられたデータを分析し，散布図に表現

できる．また近似曲線から欠損したデータ

の予測ができる．	 

知識	 

理解	 

散布図を適切な場面で利用でき，データの

分析に生かせる．	 
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④化学・公民	 	 

「環境問題:ダイオキシンと地球温暖化」	 

	 

ⅰ	 公民科から見たダイオキシン問題と地球温暖化

問題	 

	 この２問題は，法的・経済的な問題に大きく関わ

っており，ダイオキシン類対策特別措置法（平成十

一年七月十六日法律第百五号）や京都議定書など条

約として機能しているものがある。	 

	 これら法規制の方法は，製造や排出を禁止するも

のから，排出権取引のように外部不経済を市場に取

り込み｢市場内部化｣させるものまで幅広く存在する。	 

授業では，公民科から公害・環境問題の歴史的な取

り組み，法的な規制方法（課税・補助金・デポジッ

ト制・排出権取引など），規制を決める際の話し合

いの方法などを説明した。特に｢トランスサイエン

ス｣の研究分野を紹介し，科学と政治・経済との繋が

りを強調して，理科系研究の立場からどのように社

会に情報提供・議論ができるかを生徒に考えさせた。	 

	 	 

ⅱ	 化学の最終講義で行っていた「環境問題」	 

	 環境問題は，科学と人間生活の関わりの中で避け

ては通れない話題であり，理科（特に化学や生物）

だけでなく，今回コラボレーションした公民の他，

家庭，保健体育等，様々な教科科目に関わる話題で

ある。そして，一般的に「ダイオキシン」や「二酸

化炭素」は環境に悪いものと定義され教育されてい

る場合が多い。しかし，「ダイオキシン」について

はその毒性について過大評価されていると思われる

し，「二酸化炭素の温暖化効果」については，一部

の科学者からの否定的な見解も示されているのは事

実である。	 

	 坂井は，高校化学を学習し終えた生徒に対して，

「環境問題」を色々な観点で評価し，本当に正しい

ことは何かを考えることこそ，各自の課題であるこ

とを伝える講義を行ってきた。一般的に伝えられて

いることが全て正しいとは限らず，別の視点で再考

察をする必要性を理解して欲しいからである。毎年

講義をして行く中で，自然科学（特に化学）の観点

だけで，環境問題の是非を語ることは不十分であり，

政治的観点や経済的な観点からも補って欲しいとい

う希望が徐々に強まっていった。情報教育公開研で

の授業公開をきっかけに，加納教諭にお願いして化

学と公民のコラボレーション授業が実現することと

なった。	 

ⅲ	 特別授業の構成	 

	 従来の授業では，「ダイオキシン問題」について

は環境リスクや毒性の考え方を中心に，「二酸化炭

素による温暖化」については，その根拠となる地球

の平均気温のデータ解釈や地球温暖化の原因となる

物質が本当に二酸化炭素だけなのかを科学的な観点

で投げかける講義を行ってきた。	 

	 今回は，前半で科学的な観点からの解説を行い，

後半に加納教諭から政治的・経済的な観点から環境

問題に関する問題提起をお願いした。何か結論を出

す形にするのではなく，自然科学と社会科学の両面

からの視点で環境問題を解説し，各自が考えるきっ

かけにして欲しいという意図で指導案を構成した。	 

	 

ⅳ	 今後の課題	 

	 これまで，化学の観点で環境問題を考える上での

課題を生徒に講義していきたが，公民科の教員とコ

ラボレーション授業を行うことで，生徒にそれなり

のインパクトを与えられたと思われる。しかし，授

業の感想では，時間をもっとかけて十分な討議を望

む要望もあった。生徒の意見に真摯に耳を傾けて，

来年度はより充実した指導案を検討したいと考えて

いる。	 

	 文系教科科目とのコラボレーションに興味をもっ

て試行したが，生徒は理科どうしのコラボレーショ

ン授業に興味をもっていることも分かった。理科の

中で，共通のトッピックや指導内容も沢山存在する。

物理，生物，地学との横断的な授業も検討してみた

い。	 
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３）日常授業におけるSULE授業の開発と年間指導計

画における位置づけへの試み	 

	 

	 「全ての生徒に全ての教科で」SSH の理念に基づ

いた理念を進展させるためには，不定期な特別授業

という形態のみでは不十分である。一部の興味を示

す生徒のさらなる能力開発とともに，全体の興味関

心･発送を基礎的な段階から押し上げ，興味･関心を

育てる実践が必要とされる。これらは日常の様々な

教科の中に含まれ，年間指導計画の中野位置づけを

持って実践されることによる効果が大きい。	 

	 このような観点から，本校における各教委科の授

業を見直し，日常の授業におけるSULEの要素を持っ

た授業の攻勢を開始した。再検討をする中で，「本物

志向」を掲げる本校では，すでに実施されてきてい

る授業の中にも，すでに SULEの理念を含み実施さ
れている授業が少なくないことが見いだされ，潜在

的に本校でおこなってきた科学的，教科横断的実践

の実績の抽出・収集と自覚にむけて教員の意識を生

み出すことが試みられた。この SULE理念による各
教科における授業の再確認作業は，生徒のみならず，

今後，教員にも多くの効果を与えることが予想され

る。授業者の意識を高め，各教科の中で年間計画を

含めた授業コンセプトの再編が生み出されることが

期待される。これまでの伝統的な授業形態。目的を

再編・検討し，新たな時代に対応した授業研究への

端緒ともなり得ると考えられる。	 

	 そこで，SULE 委員会において各教科に以下の点
を要請した。 
①	 通常の授業実践の中から，SULE 科学の方法
のコンセプト（本稿３．方法	 「特講	 科学の

方法」の類型化	 5 点のコンセプト。Ⅰ～Ⅴ。）

にあてはまる，あるいは関わる授業を抽出する。 
	 

	 ②	 各教科ごとにまとめた，SULE 授業の一覧を
作成。これらを再度検討し，官位的な内容一覧

として，各教科の SULEカリキュラムを作成。 
 
	 ③	 年間指導計画の中に実施時期等を記し，日常

授業としての SULEカリキュラムを作成。	 
                              ↓	 

 
当初，年度内の検討・成果の抽出を目指したが，現

状は理数系の教科･科目を網羅し，文化系教科の一部

からの成果報告がおこなわれている。現在中間報告

としての資料の集約がおこなわれている。年度を挟

んで全教員への周知と全教員による研究の研究の開

始を目指している。具体的には次年度以降へ向けて， 
・①簡易指導案という形	 

  ・②授業資料の収集	 
	 ・③報告書，紀要等に必要な写真，事件や授業活

動の様子，生徒の反応，成果作品などの保管	 

  ・④各教科で実際におこなっているカリキュラム
内からの抽出・報告 

	 

以上の方法による成果の抽出と構築を進めていき

たい。 
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（３）「Intelligent	  Café」部会の活動報告	  

3-1.	 研究開発の課題	 

	 Intelligent Café開発の課題は，自由に議論をする
ことができる空間，自由な発想で科学的興味を伸ば

せる空間を造ることにより，自由な学びの場を創造

することにある。スーパーサイエンスハイスクール

事業の中で，知的総合力を持ったリーダーを育成し

たり，科学的理解基づいて行動できる市民を育成し

たりするためには，生徒の柔軟な発想を育成し，知

的な議論が自由に行える空間を創出することは不可

欠である。どのような空間を造り，どのような設備

や人材を提供し，そして，どのように Intelligent 
Caféを運営するかを含めて生徒が考えることは，正
に「知のコラボレーション」である。17世紀後半~
18 世紀の英国のコーヒーハウスの歴史などの観点
から見ても，自由で創造的な風土は，「知」を獲得す

るプロセスとして大変重要である。 
	 どのように場を造り，どのように運営することが

より効果的であるのか，具体的に検証した。 
 
3-2．研究開発の経緯	 

本校 SSH ではすべての生徒に すべての教科で，
生徒が“キーコンピテンシー”を獲得するための教材
開発について取り組んでいる。ディベート能力，コ

ミュニケーション能力，ICT活用能力，プレゼンテ
ーション能力や，科学的なものの見方・考え方と国

際交流などを含めた総合的な問題解決能力は，授業

の中だけではなく，Intelligent Caféという自由な活
動の中で醸成される。生徒の柔軟な発想を育成する

こと，知的な議論が自由に行える空間を創出するこ

と，そして生徒たちの既成概念を打破できる実験的

な活動が行えることを保証することにより，「知の連

鎖」が起こり，失敗を恐れず歩みが始まる。生徒た

ちと共に運営を進めていく中で，Intelligent Café
は総合的なコミュニケーション能力としての“コー
ディネーション能力”の育成の場となり得ることも
わかってきた。4 月のオープニングイベントに集ま
った生徒の中から運営スッタッフが集まり，そのス

タッフの生徒たちの声からカフェ討論会や東北スタ

ディツアーなど様々な企画を実施してきた。また，

活動の中でスタッフたちは校内外の様々な人たちと

コミュニケーションをとりながら，確実にコーディ

ネーション能力を向上させている。さらに外部の人

たちと新たにネットワークを広げることもできた。

Intelligent Café がヒューマンネットワークの拠点
にもなり得ることが分かってきた。 

Intelligent Café が１年間に行って来た企画を以
下に示す。 
①	 In-caféをデザインしよう！（4/23~5/1） 
②	 太陽メガネをつくろう！ (5/14~18) 
③	 読書会 (毎週月曜日の昼休み) 
④	 Yale University来校 (5/29) 
⑤	 ジャズ研演奏会(6/18) 
⑥	 座談会・教育実習生と話そう！ (6/19~20) 
⑦	 SSH発表会プレゼンリハーサル (6/22) 
⑧	 クロアチア化学教員来校 (6/25) 
⑨	 トークセッション「異文化体験」(6/29) 
⑩	 七夕を楽しむ！ (7/2~6) 
⑪	 座談会「東大女子進学率を上げる！」(7/17) 
⑫	 カフェ討論会「3.11＋560日の若者たち」(8/22) 
⑬	 トークイベント「地球外に知的生命は存在する

か？」(9/24) 
⑭	 心理学講座 (9/25，10/16，11/20，12/4，1/22，

2/26) 
⑮	 落研落語＋クイ研クイズ大会(10/10ほか) 
⑯	 トークイベント「恋愛論」(10/15) 
⑰	 カンボジアシンポジウム説明会 (10/17) 
⑱	 辛夷の文化継承について (10/29~11/2) 
⑲	 東北地方写真展 (11/4~11/30) 
⑳	 トークイベント「地学オリンピック＠アルゼン

チン」(11/5) 
・	 10min. talk「what’s ロリコン」(11/9) 
・	 10min. talk「ホグワーツ論」(11/20) 
・	 東北スタディツアー (11/23~25) 
・  座談会「附高生×OBOG」(11/27) 
・	 東京都合同発表会リハーサル(12/22) 
・  「グローバル人材育成のために	  
	 	 –東京外国語大学の挑戦」(1/16) 
・  10min. talk「エリー島が還る日」制作秘話 
	  -附高オリジナルRPGゲームができるまで(1/30) 
・  10min. talk「天文への招待」(2/25) 
・  トークイベント「身の回りに隠れてMath 
    そして役立ちMath」(2/27) 
・  トークイベント「骨と皮と毛」(3/4) 
・	 「いのちのコンサート」（いのちの講演会）(3/19) 
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図 1	 Intelligent Café運営の概念図 

3-3．研究開発の内容	 

3-3-1	 Intelligent	 Café の特徴	 

仮説：生徒たちが自由にやりたいことを実現できる

空間をつくるには，教師はできる限り手を出さない

ように心がける必要がある。（制約された空間の中で

は自由な発想は生まれない。） 
研究内容：Intelligent Café の運営には大きな特徴
がある。それは運営のほぼ全てを生徒に委ねている

点である（図 1）。生徒たちが自由にやりたいことを
実現できることを担保するために，教師はできる限

り手を出さないように心がけている。日頃生徒たち

は，“学校”という大人（教師）の用意した空間の中
で生活している。そのため，どのような活動をする

にしても，大人（教師）の意図するように動こうと

する。つまり “学校においては教師の意図するよう
に動くことが正解である”という無意識の既成概念
が生まれている。そこで，このような既成概念を打

破するために， “知のコラボレーション”というコン
セプトを提示したあとは，運営スタッフの組織作り，

企画の立案，空間デザインなど決断の多くの部分を

生徒たちに委ねた。自由な発想から生まれるアイデ

アは多岐にわたり，大人の想定を越えたものが数多

く提案された。残念ながら空間のデザインに関する

アイデアは，予算の関係上実現できないものが多か

ったが，“知のコラボレーション”としてのイベント
の企画は， 4-2に示したように理系・文系を問わず
さまざまな希望を実現できた。 
 

 
 

3-3-2	 Intelligent	 Café で育成できる能力	 

仮説：制約のない自由な活動の中で，現状把握力，	 

先見性，実行力・計画性，解決的コミュニケーショ

ン力，ボーダレスな感覚というような“コーディネー
ション能力”が育成できる。 
研究内容：コーディネーション能力とは，具体的に

は以下の 5つの能力と定義する。 
①現状把握力：企画の立案や環境の整備などにおい

て広い視野から考えることができ，目標の実現のた

めには何が問題なのかを分析できる能力。また計画

を実行に移せば，それを省みて，次の実行に活かす

という循環を繰り返すことで，より良いものをつく

りあげる習慣。 
②先見性：どのような企画や環境が皆の望むものな

のか，ニーズを分析する能力。またニーズに合わせ

るだけでなく，時に皆にとって有用なものを見出し

たり，問題提起したりする感覚。 
③実行力・計画性：企画や環境整備の実現に向けて，

計画的かつ忍耐強く実行に移す能力。また時に机上

の議論に終始することなく，行動することを恐れな

い軽いフットワーク力。 
④解決的コミュニケーション力：企画や環境がより

良いものになるよう皆で議論し，様々な制限の中で

最良の選択に向けて意見をまとめていける能力。 
⑤ボーダレスな感覚：年齢や国籍，障害など，様々

な面で異なる人たちと付き合うことができ，多くの

ボーダーに対して偏見なく飛び越えていける柔軟な

感性。	 	 	 	  
	 Intelligent Café の活動を通して，生徒たちが，実
際にどのような能力を獲得してきたか，生徒の変容

の様子を示す。 1年間の Intelligent Caféの企画や
活動は，4-2に示してある。これらの運営を通して，
次第にコーディネーション能力養われていった。 
□初期(2012. 4 .23~5月) 
	 Intelligent Caféは，「知(intelligence)のコラボレ
ーション」という活動を目的とした空間である。

生徒が授業だけでは解決できない素朴な疑問につ

いて，教師や専門家とともに自由に考えられる空間， 
生徒たちが自由に発想し自由に行動することがで

きる空間を目指してスタートした。このためまず，

Intelligent Café にあった固定された机と椅子を撤
去し，教壇も取り除いた。そして Intelligent Café
の活動形態を考慮して，空間のデザインを考えたの
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がオープニングイベントとなった「Intelligent Café
をデザインしよう！」という取り組みであった。 
この取り組みでは，知のコラボレーションを促進さ

せる空間のデザイン要件として，(1)オープンスペ
ースを作る (2)リラックスできる工夫を施す (3)専
門的な知識にアクセスできる環境を作る  (4)会話
の連鎖を生みやすい家具配置にする (5)議論したこ
とを残す仕組みをつくるの 5点を重視した。 
(1)オープンスペースを作る 
	 山内ほか(2010)の研究によると，オープンスペー
スには既存の境界線を曖昧にさせ，様々な人の交流

を促進させる効果があると指摘されている。そこ

で，廊下を歩 いていても中の様子が見えるように
教室のドアを取り除いた。 
	 この結果，教師や生徒がドアを開けなくても，中

で行われている活動やイベントが見え，興味を持っ

た生徒が Intelligent Caféに入り易くなった（図 2）。 

図 2  イベントを覗く生徒達の様子 
(2)リラックスできる工夫を施す 
	 妹尾・阿久津・野中(2001)の研究では，社内の空
間において，偶発的なメンバーでのアイデアが構築

さ れるのは飲料コーナーなどのリフレッシュゾー

ンであるとしている。Intelligent Caféにおいても
リフレッシュゾーンとしての機能をもたせること

で，通常の教室空間と異なる空間だという認識を持

たせ，リラックスした雰囲気の中で自由な議論や意

見交換が行えるようになると考えられる。そこで，

Intelligent Caféでは活動中のテーブルに，お菓子
や飲み物を配置するようにした。  
(3)専門的な知識にアクセスできる環境をつくる 
	 Intelligent Caféは知のコラボレーションを目的
としているため， 単なる個々人のお喋りに終始した

り，専門的知識の不足が原因で，議論が進まなかっ

たりする事態に陥ることは望ましくない。そこで，

Intelligent Caféでの議論の質を向上させるために，
生徒が必要な時に自由に専門的知識にアクセ スで
きる環境構築が重要である。Intelligent Caféには， 
図書館や教員が所有している本を平積みできるス

ペースを設置したり，インターネットにアクセスで

きるように専用のノート PC を用意したり，無線
LANを利用できるようにした。図 3は，その時期の
議論テーマの関連書籍やイベントを行ったゲスト

が勧める書籍が置かれている様子である。 

図 3 本を平積みできるスペース 
 (4)会話の連鎖を生みやすい家具配置にする 
	 ソーヤー(2009)の研究によると，創造的なアイデ
アが生まれるには，色々な分野の人の会話を連鎖さ

せることが重要であると指摘されている。 
	 Intelligent Café でも会話の連鎖を促進させるこ
とが必要なため，空間の基本コンセプトは円形で統

一し，会話しやすいように配慮した。また，家具も

固定しておくのではなく，自由に組み合わせるこ

とができる可変性を持たせた（図４）。 

図 4  人数が多い時の家具配置 
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(5)議論したことを残す仕組みを作る 
 Intelligent Café での活動は授業と異なり，定期的
に開催されるわけでも参加者が固定されているわ

けでもないので，議論した内容を非同期的に他の

人に伝える空間デザインも必要となる。そこで，

議論した内容のプロセスをそのまま残せるよう，可

動できるホワイトボードを複数用意した。山内ほか

(2010)によると，ホワイトボードは教師による知識
伝達とは別に，生徒が議論した内容を保管する役割

もあり，これによって授業の連続性を生み出せると

している。Intelligent Caféでの活動の様子はビデ
オやカメラや TA の議事録などによっても記録さ
れているが，ホワイトボードでは生徒の議論をそ

のまま連続させることが可能なため，時間の経過と

共に意見が増えたり，多様な人との会話が行われる

と考えられる。なお，以前よりあったアクティブボ

ードは廃棄せず，発表用として現在も利用している。

図５ はある時期のIntelligent Caféで議論している
内容を，たまたま訪れた生徒が眺めたり，自分の意 
見を書いたりしているシーンである。 

図５	 ホワイトボードの活用 
 
3-3-3.生徒によるIntelligent	 Caféの運営とコーデ

ィネーション能力の育成（2012.5 月~）	 

仮説：“コーディネーション能力”は，役割を決めイ
ベントの準備を繰り返すことによって醸成される。 
研究内容：スタッフが10人程度集まったところで，
5月 11日にスタッフ会議を開催した。ここでは彼ら
自身で Intelligent Caféのコンセプトや役割分担を
決めるように促した。その結果，Intelligent Café
での運営スタッフの組織化としては企画班，環境班，

広報班が構成された。具体的には，企画班は企画の

提案・募集，企画の準備，司会進行などを担当し，

環境班は Intelligent Caféの空間づくりを担当し，
広報班はウェブページの作成，各企画の広報を担当

することになった。ただし，現在でも所属している

班は決まっているものの，スタッフの人数もそれほ

ど多い訳ではないため，班の垣根を越えて作業して

いる生徒も多い。以後，生徒たちは昼休みや放課後

などにこまめにミーティングを開き 4-2に示したよ
うなイベントの準備を繰り返した。 
（1）生徒の目標設定 
	 Intelligent Caféでは「教えない」ということを理
念の 1つにしているため，教員や TAからやるべき
ことを提示する方法は取っていない。そのため，彼

ら自身が今何を議論したいか，何を企画したいかを

考えさせる時間を設けている。ここで出た実際の目

標としては，例えば「みんなで創造的な議論ができ

るように Intelligent Caféのレイアウトをデザイン
したい」や「学校の先生から授業以外の話を聞きた

い」などが挙げられる。 
	 なお，この段階は生徒主体の運営の起点となる重

要な部分である。この段階のファシリテーションは，

彼ら自身がやりたいことについて言語化できるよう

にサポートすることに徹しており，彼らのやりたい

ことを引き出すための質問を繰り返し行うという方

法を取っている。 
（2）解決的コミュニケーション 
	 実際にやりたい目標が決まったとしても，予算や

時間的な制限が生じるため，そのまま実行すること

は難しいのが実情であり，その制限の中で最良の選

択を議論して決めることが必要となる。例えば，

「Intelligent Caféのレイアウトをデザインしたい」
という目標に対しては，運営スタッフを始め，色々

な生徒がホワイトボードに希望案を書いていたが，

現実的には予算の関係で実行できないデザインもあ

った。このような状況の下，運営スタッフの議論で

は徐々に自分達のデザインしたいレイアウトを現実

的に行うための方法を議論するようになっていた。 
	 この段階はコーディネーション能力「解決的コミ

ュニケーション力」を育成するものであり，議論を

促進させるための方法面でのファシリテーションに

徹している。例えば，より多様な意見を出させるた

めにポストイットを使わせたり，発言者が偏ってき
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たら話をしていない生徒に振ってみたりするなどの

方法を取っている。また，議論を収束させる方法と

して，自分達の出したアイデアの優先順位を付けさ

せたり，予算や時間などの制約条件を意識させたり

する質問を行うという方法も取っている（図６）。 

図６ 運営会議の様子 
（3）計画の生成 
	 制約条件の中で実行可能な目標が決まった場合は，

計画の作成を議論する段階に移行する。例えば，「学

校の先生から授業以外の話を聞きたい」という企画

に対しては，どの時間帯に行うか，どのような進行

にするか，何を話してもらうか，空間デザインをど

うするか，どうやって告知するかなどが議論されて

いた。 
	 なお，この段階はコーディネーション能力「実行

力・計画性」を育成するものであり，この段階のフ

ァシリテーションとしては，失敗しそうな計画を考

えていても正解は教えず，代わりに彼らの議論の記

録を取ることに徹する方法を取っている。ただし，

実行に支障が出そうな場合，例えば告知方法を検討

していない場合のみ介入を行う方法を取っている。

また，この段階では想像に基づいて議論を繰り返す

ことが多々あったため，議論が煮詰まったら実行に

移すように促すという方法も取っている。 
（4）実行 
	 計画が作成された後は，実際に自分達で実行する

という段階に移行する。ここでは生徒達が自分達で

作成した計画に基づき，手続きやイベントの準備・

進行を行う。 
	 この段階もコーディネーション能力「実行力・計

画性」を育成するものであり，ファシリテーション

としては，計画生成の段階で記録していた際に TA
が懸念していた箇所を重点的に注視し，記録すると

いう方法を取っている。 
（5）振り返り 
	 Intelligent Caféの運営では，特にイベントの実施
後には必ず振り返りのミーティングを設けており，

実行を通して計画時に考えていた自分達の仮説が正

しかったかどうかや改善点について議論させている。 
	 この段階は, このサイクルにおいて最も学びを引
き起こすことができる重要な部分であり，この段階

のファシリテーションは振り返りの質を高める工夫

を行っている。具体的には，まず結果や感想をもと

に生徒自身で議論をさせて改善点を出させ，TA が
着目していた観点の振り返りが行われていない場合

は，計画の生成時の記録と実行時の記録をもとに改

善点を指摘するという方法を取っている。 
（6）問題の提起 
	 以上の一連の活動とそこから得た学びを踏まえ，

目標の実行における新しい問題点を整理させるのが

次の段階である。例えば，運営スタッフ間の連絡方

法，広報の仕方，司会の必要性，イベントでの議論

方法などが挙げられる。 
	 この段階はコーディネーション能力「現状把握力」

を育成するものであり，ファシリテーションとして

は，計画の生成時の記録と実行時の記録，振り返り

時の議事録をもとに様々な改善点を提示するという

方法を取っている。 
（7）ニーズの分析 
	 問題の提起後は，ニーズの分析に移行する。この

段階では，より広い立場から運営の目標を再検討し

ている。具体的には，イベントであればどのような

ニーズがあるのかなど，運営スタッフ以外の立場も

考慮しつつ，より有用な活動を目指す活動が行われ

る。 
	 この段階はコーディネーション能力「先見性」を

育成するものであり，ファシリテーションとしては

運営スタッフだけの目標だけでなく，例えば「来る

生徒のメリットも考えてみよう」というようにより

広い利用者からの観点を意識させる質問を行う方法

を取っている。 
	 以後は，この 7段階のサイクルを繰り返しながら
徐々に新しい学びを増やし，コーディネーション能

力を育成するという方法を取っている。 
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3-4.実施の効果とその評価	 

3-4-1.「カフェ討論会	 3.11	 +	 560	 日の若者たち」	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (2012.8.22)	 

	 Intelligent Caféでは「BEYOND 311」との協力
体制を構築し，外部の参加者も集めた「カフェ討論

会 3.11 + 560 日の若者たち」を実行に移した。 
	 活動を通して，生徒からの発案を実行に移す中で，

現状把握力，先見性，実行力・計画性，解決的コミ

ュニケーション力，ボーダレスな感覚というような

“コーディネーション能力”の醸成をねらった。 
	 「BEYOND 311」は東北地方 の復興支援を行っ
ている学生団体で，災害を体験した東北出身者の

大学生・高校生を中心メンバーとしている。また，

復興支援で培ったネットワークを東北地方に持っ

ていることも特徴である。準備段階では，本校ス

タッフが集まって討論会のスケジュール，討論形式，

討論の内容などを議論し，原案を作成した。それを

もとに BEYOND 311のメンバーとの合同ミーテ
ィングに臨んだ(図７)。その中で，今後の交流イベ
ントの練習の意味も込めて，練習イベント「カフェ 
討論会 3.11 + 560日の若者たち」を 8月 22日に実
施することになった。 

図７	 BEYOND 311 メンバーとの企画会議 
 
	 練習イベントの「カフェ討論会 3.11 + 560日の若
者たちは，「リアルな被災体験の共有」，「グルー

プディスカッションおよびその共有」，「アクション

の提言」の 3つの 要素を立て，本校生ばかりでな
く首都圏の高校生を広く集めて，比較的大規模なイ

ベントとして開催できないかと考えた結果，つぎの

タイムスケジュールが組まれた。 

○タイムテーブル 
 9:00 ~ 会場設営，打ち合わせ 
12:30 ~ 参加者来校 
13:00 ~ 開会，流れの説明 
         アイスブレイク(打ち解け合い)  
13:30 ~自らの被災体験について 
         BEYOND311 の方の講演(3名)  
14:00 ~グループディスカッション  
       「高校生はボランティアをすべきか」 
15:10 ~ 発表に向けてグループごとに調整 
 
	 首都圏の高校生が先の震災を見つめる上で，最

も身近な話題であるボランティアについて，テー

マの設定したものの「高校生はボランティアをす

べきか?」を議題とした。なかば神聖視されがちな被
災地ボランティアは本当に良いことなのか，もっと

できることがあるのではないかという疑問につい

て話し合うことになった。 
	 このイベントへの一般参加者は 12 名(本校生 3
名， 校外 9名)，BEYOND 311から 7名，スタッ
フ 5 名であり，全参加者は 24 名であった(図７)。 

図７	 カフェ討論会の参加者 
 
 (1)現状把握力 
	 スタッフがまとめた企画の経緯を見ると，まず大

枠として，当初から次の 3つを立てている。 
1 .リアルな被災体験の共有 
2 .グループディスカッション 
3 . 2 の共有(およびアクションの提言) 
	 この3 段階を打ち立て，本校生および首都圏の高
校生を広く集めて比較的大規模なイベントを開催

できないかと考えた。 
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	 1 .については BEYOND 311 の大学生数名に 10 
分ほど講演して頂くこととした。しかし，「東北の

学生たちも体験を共有したいという思いがあると

同時に，思い出しなくない，苦しいという感情が介

在していることを十分に考慮する必要性を意識し

た。」と記録に残っており，具体的な企画を運営する

に当たって，現状把握力は，著しく高くなっている。

なお，これまでのイベント同様，7 段階のサイクル
を繰り返して企画をより良くしてこうという様子は

習慣化している。 
(2)先見性 
	 このような討論会は，はじめての企画である。し

かも震災を扱うとあって，様々な観点から事前の議

論をしている。記録には以下のようにある。「2につ
いては 5 名程度の小グループを作り，提示したテ
ーマについてそれぞれディスカッションを行うこ

とを考えた。」しかし，そもそも誰をターゲットとし

てイベントを企画するか，参加者がディスカッショ

ンによって何を得ることを目的とするのか，企画に

ついての議論はそこから始めなければならない。

様々な意見やバックグラウンドを持った人が 意
見を出し合うことで何かが生まれることを期待す

るならば，小グループは多様な人から構成される

ことが必須である。また，このイベントに参加した

ことで，参加者が自分の出来ることを真摯に考え，

究極的には自分なりのアクションや「夢」に至れ

るとよい。そのためにどのようなテーマが設定さ

れるべきなのか，様々な話し合いがもたれた。参

加者に応募段階で事前調査を行って関心のある内

容を教えてもらい，それをもとに複数のテーマを設

定するべきではないか，グループを替えながらデ

ィスカッションを数パート行い，それぞれ別のテー

マを設 定するべきではないかなどという意見が出
された。 
	 このように，討議での気配りや参加者の満足度を

上げるための努力を事前に検討できている点は，素

晴らしい能力の獲得と考えて良いのではないか。  
(3)実行力・計画性 
スタッフは当初，本校生および首都圏の高校生を広

く集めて比較的大規模なイベントを開催できない

かと考えた。しかし，ここまでの議論をした段階で，

実際にやってみないと分からない部分が多く，こう

したイベントを催すノウハウが不足していること

を痛感している。そして，BEYOND 311 の方との
話し合いの上で，まず 8月に試行と経験蓄積を目
的として小規模なイベントを開くこととした。こ

れがすなわち，8 月 22 日に開催したカフェ討論会
である。計画および実行に向かう段階でのこの決

断は，大変賢明で，小さな成功体験が次の企画を生

む大きな原動力となった。企画では，「3 について
は各グループのディスカッション内容のシェア方

法をこちらから指定することをあえてせず，模造

紙やホワイトボード，パソコンとスクリーンなど

を用意し，そこまで各グループの裁量に任せよう」

とする独自の視点も打ち出している。 
	 このように，「カフェ討論会 3.11 + 560 日の若者
たち」の実施で，イベント前の綿密な打ち合わせと

準備により 1 現状を把握し，2 ニーズを分析し，3
計画的に企画を進めるという循環が具体化したと

考えられる。 
 (4)解決的コミュニケーション力 
	 震災復興という具体的な議論のテーマがあるこ

とで， 当初生徒には，あえて難しいテーマへ取り
組もうとする こだわりがあった。テーマとして設
定した「高校生はボランティアをすべきか?」は，
「誰をターゲットとしているか」，ディスカッショ

ンによって「何を得ることを目的とするのか」とい

う観点に立つとても難しいテーマ であった。この
ため，ディスカッションがどのような方 向に進む
か予想がしにくく，各人がある特定の成果や結論を

得るというよりは，自身の震災との関わり方を真剣

に考える機会を提供したいという思いから，このイ

ベントの終了時に「参加者一人一人が自分なりの

考えを抱ける」という柔軟な目標設定としている。

このように，討論でも，必ずしも解決策を出さなく

ても意義がある点を発見するに至っている点は評

価できる。 
 (5)ボーダレスな感覚 
	 学校という一つのまとまった社会の中で，生徒

たちがボーダレスな感覚を身に付けるのは大変難

しい。討論会はある意味作られた環境であったが，

一般参加者は 12 名(本校生 3 名，校外 9 名)，
BEYOND 311 スタッフ 7 名， In- Caféスタッフ 
5 名という異質なメンバー 24 名の集まりであっ
た(図７)。この構成要素を生かし，スタッフは次のよ
うな考えを盛り込んでいる。「様々な意見やバッ 
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クグラウンドを持った人が意見し合うことで何か

が生まれることを期待するならば，小グループは

多様な人から構成されることが必須である」。ま

た「このイベントに参加したことで，参加者が自分

の出来ることを真摯に考え，究極的には自分なりの

アクションや『夢』に至れると良い」などである。 
 
3-4-2.東北スタディツアー	 

	 夏のカフェ討論会を経て，「被災地を見に来て欲し

い」 と言われたこと，「東北を見ずに議論は出来な
いと感じ た」ことから「東北スタディツアー」
の計画が始まった。 
	 11 月 23 日(金)~ 25 日(日)に石巻，気仙沼を中 
心に訪問し，復興計画が進行している東松島エコタ

ウン構想の視察，石巻赤十字病院の訪問と災害医療

に関する講義，気仙沼における被災状況の調査，仮

設住宅でのインタビュー，東北大学災害科学国際研

究所における自然 災害科学に関する講義などを体
験してきた。企画を含め生徒の変容に期待する所は

大きい。 
(1）コーディネーション能力の醸成としての東北
スタディツアーの準備 
	 東北スタディツアーの募集のPR は，中庭集会で
直接全校の生徒に呼びかけるとともに，全校生徒に

参加申込書を配布した。また，募集の時点で，日程

の他は，まだ， ほとんど未定の状態であり，参加者
自らが企画に参加し，訪問先を決めて行く作業が残

されていた。SSH 事業としての方針から，石巻赤
十字病院の訪問と東北大学災害科学国際研究所の訪

問を決め，その後， BEYONDO 311 からの助言で，
東松島みらいとし機構の訪問，雄勝町の視察，南三

陸町志津川地区の視察の計画が立てられた。2 日目
の気仙沼での行動については， 企画から交渉まで，
参加した生徒が手分けをして行った。また，訪問先

でのお礼の挨拶も , スタッフ以外の参加者が分担
して行ったことが，参加者の参加意識を高めたと思

っている。 
(2) 東北スタディツアーの概要 
 次に東北スタディツアーの概要を示した。 
＜11月 23日(金)＞ 
	 東松島みらいとし機構(佐藤伸寿さん)  
	 仮設食堂(えんまん亭にて昼食)  
	 石巻市雄勝町(遠藤見倫さん)  

	 女川ホテルにて講演(高橋正樹さん) 
< 11 月 24 日(土)>  
	 南三陸町志津川地区(佐藤慶治さん)  
	 気仙沼市(尾形沙樹さん)  
	 復興屋台村で昼食， 
	 鹿折地区の視察 高校生と討議A 
	 	 	 	 	 	 	 	  仮設住宅訪問B 
	 オイカワデニム工場(及川秀子さん)  
	 女川ホテルでインタビュー(食文化) 
< 11 月 25 日(日)>  
	 石巻赤十字病院(高橋邦治先生)  
	 東北大学災害科学国際研究所   
	 	 	 	 	 	 	 	 (佐藤健先生，今村文彦先生) 
 
	 今回の研修旅行の最初の訪問先は，東松島市で

あった。東松島市では，今なお水没したままになっ

ている広大な元農地や，壊れたままの家屋など(図
８)，震災の爪痕が残る地域の視察と未来に向けて
の準備を着々と進めている行政の取り組みを中心

に視察した。東松島ふるさととし機構のエコタウ

ン事業のプロジェクトマネージャーの佐藤伸寿氏

の話の中で，「皆さんは『瓦礫』とひとくくりに

して呼びますが，あれは皆財産だったのだ」と言

う言葉に胸を打たれた。東松島では，宝物をでき

るだけ資源として再利用できるよう作業を続けて

いた。 

図８	 今なお水没したままの家屋 
	 また，ホテルでは，蒲鉾の髙政の高橋正樹さんか

ら女川の被災時の話を聞いた。「あと 1 m 波が高か
ったら死んでいた。誤差みたいなもんじゃないで 
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すか」重い言葉である。「生き残った方々は同じ

く自分の生命を“誤差”と思って生きてきたのだろ
うか？」参加した生徒の感想の中にこんな言葉が残

されていた。 
	 志津川を案内してくれた佐藤慶治さんの自宅は海

から 200m ほどの所にあった。今は土台すらわか

らない。津波の襲来を最後まで伝えていた女性は，

防災庁舎の 3 階で大津波に呑まれて命を落とした。
建物は屋上のアンテナを残し，すべての壁が流され

ている。この建物は取り壊しが決まったそうだ。

気仙沼では海から 1 キロ以上離れた鹿折駅の目の
前に大きな貨物船が打ち上げられている (図９)。
震災の記憶を忘れないためのこのようなものを残

すのか。鎮魂のために撤去するのか。現地でも議

論なっていることを気仙沼高校の生徒と討議する

機会を持った。「話し合いの中で，震災のシンボ

ルではなく，復興のシンボルを作りたい」という

現地の高校生の言葉が印象に残った。 

図９	 鹿折地区の貨物船 
 
(3)東北スタディツアーの事前事後アンケート 
	 事前アンケートは往きの新幹線の中でとってい

る。自ら希望して東北スタディに参加した生徒の

集まりなので ， 各訪問地への関心は高い。5 点法
での調査では各訪 問地の関心度の平均は 4.3 ポ
イントとなっている(表２)。 
	 東北スタディに参加したいと思った理由としては，

「自分の目で見てみたい」「被災者の心の声を直に知

りたい」「東北の現状についてもっと知りたい」など

の記述が多く見られた。また，「討論会に参加したこ

とから」「ホームステイした時，何も伝えらなかった」

「行政や地元企業が復興計画を問うなど多角的に震

災・復興を見つめる機会になる」「何かを感じて行動

につなげたい」「ニュースを見て『たいへんだ』で終

わっていた」など，具体的な何かの切っ掛けを記載

している例も見られた。このような理由とは裏腹に，

「今の気持ち」という投げかけに，「見てみたいと同

じくらい不安がある」「不安が大半，自信がない」「緊

張している」「自分は何を感じ，東北の方とどう接す

れば良いのか」「正直に言えば楽しみより不安が大き

い」「どう接し，どんな風に言葉をかければ良いのか」

など不安な気持ちを抱えているとの記載が目につい

た。 
	 事後アンケートは，復路の新幹線の中で実施して

いる。事前アンケートと同じ訪問先の満足度を 5点
満点で取った所，その平均値は 4.6ポイントとなり，
ほとんどの生徒が事前調査より評価をあげている

（表 4）。特に，被災体験を生々しく語っていただき，
また，逆に「困ったときはいつでも助けに行くよ」

と励まされた講話のあった訪問先の満足度は，いず

れも非常に高かった。一方で，気仙沼市の「復興屋

台村」についての評価は ， 事前の期待値より低か
った。「復興屋台村」に関しては，もっと大規模な店

舗をイメージしていたのが，空き地の一角にプレ

ハブの店舗が集まった小規模なものであり，評価

が低かったのかもしれないが，津波ですべてを失っ

た所から，観光で訪れた人や被災地で生活している

人に向けて商売を始めているということは，大変な

前進であるに違いない。東京で生活，渋谷や新宿な 

表２	 事前アンケート・事後アンケートによる評価 
関心度／満足度 事前調査 事後調査 
東松島市の事業 4.3 4.6 
雄勝町の視察 4.3 4.5 

蒲鉾の高政の訪問と話 4.2 4.8 
南三陸町の視察 4.6 4.7 
気仙沼市街の視察 4.6 4.6 
復興屋台村 4.5 4.2 

気仙沼高校生との交流 4.2 5.0 
仮設住宅訪問 4.4 4.7 

オイカワデニム工場 4.2 4.9 
石巻赤十字病院視察 4.2 4.5 
東北大学での講義 4.4 4.2 

Beyond311との交流 4.1 4.7 
平均値 4.3 4.6 
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どの繁華街が生活圏である生徒たちにとってどう

映ったのか，もう少し聞いてみたい気がする。 
 
3-5．実施上の課題及び今後の研究開発の方向	 

	 -活動の評価に向けて-	 

(1) Intelligent Caféスタッフたちの変容 
Intelligent Caféスタッフを対象にした評価は 2 
つの観点から行った。1つはスタッフ達が自分達で
運営する中で何を学んだかという点，もう 1 つは 
Intelligent Caféがスタッフに対してどのような知
のコラボレーションの機会を提供したのかという

点である。なお，評価対象者はどちらも初期から運

営スタッフとして携わり，積極的に企画・活動を 続
けていた 2 年生 5 人にしている。そのため，本評
価は 形成的評価の意味合いが強いことを注記して
おく。 
(2)スタッフ達の学びに関する評価 
スタッフ達が自分達で運営する中で何を学んだ

かについては，2012 年 11 月に実施した質問紙の
結果と，活動記録や生徒自身が作成した議事録から

評価を行った。まず，質問紙では「In- Caféの運営
やイベントを通して学んだことは何ですか?」と
「Intelligent Caféで学んだことは普段の授業や生
活に影響していますか?」の 2 点について自由記述
で回答させた。 
「Intelligent Café の運営やイベントを通して
学んだことは何ですか?」の回答について分析する
と，1企画を実行することの大変さ，2議論やコミ
ュニケーションの大切さ，の 2つが中心になってい
ることがわかった。これをコーディネーション能

力に 照らし合わせると，特に「解決的コミュニケー
ション力」と「実行力・計画性」の 2 つの育成に効
果があったと考えられる。 
(3)知のコラボレーションの機会提供に関する評価 
	 Intelligent Caféがスタッフに対してどのような
知のコラボ レーションの機会を提供したのかにつ
いての評価軸としては，近年教育分野でも注目され

始めている「社会関係 資本(ソーシャル・キャピタ
ル)」という概念が参考になる。社会関係資本とは，
フランスの社会学者ピエール・ブルデューが「相

互に面識があり認知しあう制度化された関係から

なる持続的なネットワークを保有することと結び

ついた現実的もしくは潜在的な資源の総体」であ

ると定義しており，この社会関係資本が豊かであれ

ばあるほど教育機会が増大し，特定のコミュニケー

ション能力や教養などの相応の文化資本も高まる

と言われている(菅谷・金山 2007)。Intelligent Café
では多様な人々とのコラボレーションが行われる

ことを期待しているが，そのためには多様な人々

とのネットワークの構築を支援できているかが前

提条件として重要となる。 
	 そこで Intelligent Caféが, 部活や委員会や学内
行事と比べて特徴的なネットワークを構築させて

いるかを測定するために，2012 年 4 月~ 9 月の
間に各組織において新しくコミュニケーションを取

った「先輩」「後輩」「教師」「学外の人」の人数を質

問した。 
	 その結果をまとめると同学年や先輩や後輩の新

しいネットワークの構築はどの組織においてもあ

る程度増加している。しかし， 学外の人については
「部活」，「委員会」，「学内行事」と 比較して 
Intelligent Caféの組織において特に増加している
ことがわかった。 
	 標本数が少ないため，この分析から一般的な結果

を導くことは難しいが，Intelligent Caféで運営を
行わせることによって，部活や委員会や学内行事な

ど既存の学校組織では構築しづらいネットワーク

を提供しているといえる。このように新しい社会

関係資本につながるネットワークを提供し，学外と

の知のコラボレーションの下地を提供している点

で，Intelligent Café は学校教育上特徴的な役割を
果たしうると考えられる。 
(4) Intelligent Caféの今後の可能性 
	 一般的な生徒会活動以上に，Intelligent Caféでの
活動はコー ディネーション能力の育成には有用で
あると考える。なぜならば Intelligent Café運営に
は多くの決定を自分たちでしていかなければなら

ないためである。コンセプト決定，空 間デザイン
の決定，企画の立案や運営など，多くの人の意見を

汲みつつ，合意を形成し，決定していかなければな

らない。生徒会活動以上に自由度の高い活動が多

く，生徒たちは(教師も含め)様々な場面で柔軟に活
動することを求められる。また，今までに無かった

ものを新たに生み出す活動も多いため，生徒たち

が，活動を通して得られる躍動感，達成感，充実感

も計り知れないことだろうと考える。 
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（４）「国際活動」部会の活動報告 
4-1．研究開発の課題	 

生徒の自主的な関心に基づくテーマの設定と，それ

を後方支援する各教科のサポートによって複数のプ

ログラムの立案と，その実施までの具体的活動を計

画した。文部科学省より紹介のあったタイ王国の公

庫との交流の他，化学分野での台湾，韓国の高校生

との共同学習，及び生徒の自主的な課題設定による

応募型の探求活動の３種類を計画している。 
 
4-2．研究開発の経緯	 

本校にはこれまでタイ王国から留学生を受け入れて

きた経緯があり，文部科学省からタイ王国のプリン

セス・チュラボーン大学附属高校との交流を紹介さ

れたこともあり，その一つ，チェンライ校と相互理

解の覚書を交わし，提携プログラムを開発すること

になった。タイ王国では農業が盛んであることから，

生徒同士の共同学習では生物分野が期待され，相互

の研究をインターネット上で共有した上で，平成25

年１月より，相互訪問を計画している。 
さらに，化学分野の学習として，近隣の高校生（台

湾及び韓国）との共同学習，及び化学分野の専門研

究者の講演等を聞く機会として，ＮＩＣＥ(Network 
of Inter-Asian for Chemistry Educators)への参加を予
定している。２年に１度の国際大会については，平

成25年度は７月末に台湾での開催が決定しており，

現在は生徒募集の最終段階である。	 

最後は生徒による応募型の研究活動であるが，こ

れは，予算，人数，成績等，いくつかの応募要件の

みを設定し，研究する場所やテーマについては完全

に生徒に任せたコンテスト方式の活動である。これ

については，すでに派遣生徒の選考段階に入ってお

り，具体的なテーマや研修地も決まりつつある。応

募は２グループと少なかったが，来年度以降は広報

や，他の行事の準備との重複期間を考慮し，生徒が

自ら課題設定する能力を涵養したいと考えている。	 

全体を通じ，海外へ派遣できる生徒数には限りが

あるため，いずれのケースに於いても在校生全員に

還元できる研修とし，事前事後の発表や報告会を通

じて，学校全体の財産としたいと考えている。 
 
 

（参考）各プログラムの概要 
 タ	 イ 台	 湾 応募型 
時期 2014 年１月	 2013 年７月	 2013 年７月	 

生徒 16 名	 ８名	 ４名	 

引率 ２名	 ２名	 ２名	 

予算 約122万円	 約54万円	 約200万円	 

 
4-3．研究開発の内容	 

タイ	 

	 英語による理科分野の共同学習，及び発表，ポス

ターセッション。相互訪問による互いの文化理解の

促進，施設見学等。プリンセス・チュラボーン大学

附属サイエンス・ハイスクール・チェンライ校訪問，

バンコク市内見学等。 
台湾	 

	 化学教育に於ける国際会議に参加し，韓国，台湾

の高校生との交流，英語での共同学習，ポスター発

表等を通じ，化学への理解・関心を深めるとともに，

英語によるディスカッションの技術を高める。The 
5th Symposium of Network for Inter-Asian Chemistry 
Educators (NICE 2013) in NPUEへの参加，アジアを
代表する化学研究者のパネルディスカッション，分

科会，カリフォルニア工科大学教授 Sunney I. Chan
博士による基調講演等。 

応募型	 

	 自らが持つ知的好奇心を追求し，ある分野の最先

端研究について理解を深め，自らの視点に基づいて

解釈し，学校に還元する。採択２年目を迎える平成

25年度には，１年次に英語の授業で Bio Clockにつ
いて学習したことから，日本国内では理化学研究所

農科学研究所で事前学習をし，米国内にある複数の

専門施設のうち，マサチューセッツ州ボストンの大

学，研究機関の訪問を予定している。 
 
4-4．実施の効果とその評価	 

	 初年度にあたる平成24年度には，海外での活動を

計画せず，平成25年度以降の計画に充ててきた。海

外活動は安全管理と活動内容のバランスを取ると，

どうしても少人数しか参加できない為，事前学習や，

日本での講演会，事後学習や報告会などを通じて，

学校全体に研修成果を還元できるような体制作りを

目指している。 
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（５）「SSH英語教材開発」部会の活動報告	 

5-1.	 研究開発の課題	 

	 本校英語科ではこれまでオーラルコミュニケーシ

ョンⅠを始めとするすべての授業おいて，インプッ

トだけではなくアウトプットも想定に入れた授業を

行ってきた。SSH においては，これを１段階進めて

国際会議での発表•討論を想定した英語教育方法及

び教材開発を課題としたい。	 

	 	 

5-2.	 研究開発の経緯	 

	 SSH 採択以前に新田前校長の「これまで自分が国

際会議で発表ができたのは様々なプレゼンテーショ

ンの本を参考にしたからである。そのような英語に

よるプレゼンテーションのテキストを高校生向けに

開発したらどうだろう」という一言からこの研究開

発は始まった。当初は，プレゼンテーションのため

の表現集を作成する方向であったが，そこから発展

し，科学的な説得力に基づき，英語等による発表及

び討論ができることがそのテキストの目的となった。

"persuasive（説得力がある）"をキーワードとして

ただ情報を伝えるだけではなく，聴衆を「説得でき

る」英語によるプレゼンテーションを目指すことと

した。それを私たちは"perfect	 presentation"と呼

ぶこととした。	 

	 	 

5-3.	 研究開発の内容	 

	 初年度は説得力のあるプレゼンテーションとはど

のようなものかという定義を明らかにすることとそ

の第１歩としてプレゼンテーションの入り口のテキ

スト化をその内容とした。	 

	 まずはNHKで放送された「スーパープレゼンテー

ションSUPER	 PRESENTATION	 Changing	 the	 world	 with	 

words」という番組を参考にして第１人者のプレゼン

テーションとはどのようなものかという研究をした。	 

ここからわかったことは，まずプレゼンテーション

の戦略を立てること。誰に向かって，どのような目

的で，そして，どんな場所でプレゼンテーションを

するのかを詳細に分析しなければならない。	 

	 また，英語Ⅰの教科書のなかにセヴァン•カリス＝

スズキさんのスピーチが取り上げられていた。それ

を通常の授業で扱ったあとで，スズキさんのスピー

チを実際に視聴させた。そして，クラスによっては，

そのあとでなぜ彼女のスピーチが「伝説のスピーチ」

呼ばれるのかを生徒自身に分析させ，自分たちがひ

とを説得するにはどのような点に留意してスピーチ

を行えばよいかをグループでブレインストーミング

させ，その後，生徒自身が考える聴衆を説得するス

ピーチを行わせた。	 

	 次にプレゼンテーションの入り口である

SELF-INTRODUCTION，SHOW	 AND	 TELL を使用したテキ

スト部分を，プレゼンテーションを学ぶ重要性，そ

して，２つのプレゼンテーションについて生徒たち

に提示する部分を作成した。("THE	 SIGNIFICANCE	 OF	 

LEARNING	 PRESENTATIONS" ， "INFORMATIVE	 AND	 

PERSUASIVE	 PRESENTATIONS")	 

	 

5-4.	 実施の効果とその評価	 

	 テキスト作成自体はまだまだ端緒についたばかり

である。これからさらなる研究が必要となろう。生

徒に対して，説得力のあるプレゼンテーションを考

えさせる機会をもつことはできた。それは一応の評

価に値すると思われる。ただ，本校の英語科はすで

にすべての授業においてインプットとアウトプット

を重視しながら英語教育を進めてきた。これからも

普段の授業が本校の英語教育の大前提であることを

自明の理としながらも，その先を目指しながら研究

を継続していくことが重要である。	 

	 

5-5.	 実施上の課題及び今後の研究開発の方向	 

	 本校の SSH の大前提である"We	 suggest	 SULE	 to	 

the	 world.	 Scientific	 Universal	 Logic	 for	 

Education	 for	 All	 Subjects,	 for	 All	 Students."

「すべての教科のために」，「すべての生徒のために」

資するようなプレゼンテーションの教材を作成する

ことを常に忘れてはならない。また，今後「説得力

のある」プレゼンテーションを生徒に実現させるた

めにはどのような方法があるのかをより具体的にそ

して詳細に調査•研究し，そのテキスト化に努めなけ

ればならない。	 
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（６）「SSH探究活動」部会の活動報告 
１．概要	 

	 SSH探究活動部会は，事業計画書２̶（３）̶④に
示されている通り，生徒自らの発想による探究的な活
動，授業だけでは十分に時間のとれない研究活動を行
う機会を提供し，夏休み等を利用しての長期研究，ま
たは週日の放課後や土日などを利用しての継続的研究
を推奨してきた。また，事業報告書２̶（３）̶⑧に
示されて通り，SSHに関する，都内，関東近県，全国
大会をはじめ，できるだけ多くの学校との交流も深め
ることも推奨してきた。 
 
２．経緯 
	 本校は，従来の学習活動の中で課題研究や探求活動

を多く取り入れてきた。地理実習における東京の土地

利用や景観に関する考察，地理の授業における発表学

習，地学における野外実習における城ヶ島の地質の歴

史的考察，物理・化学の実験観察におけるレポート等

が挙げられる。また，総合的学習の時間においては，

各自が設定した課題に基づく研究活動を高校２年の 1

年間をかけて行い，その成果として論文をまとめて提

出させている。このような現状の中で，自発的に科学

を学びたい探求したいと考える生徒を支援し，研究活

動を継続的に行う機会を提供するにはどのような方法

があるかを検討してきた。	 

	 

３．方法	 

１）自由研究を奨励する企画の立案と実施	 

	 化学科として，以下のような探求企画を立案し，生

徒への参加を呼びかけた。	 

①	 化学オリンピックの実験体験講座	 

	 化学オリンピックの実験問題を実際にやってみたり，

筆記試験を実際に解きながら化学を学んだりする講座

を企画した。	 

②	 身近な化学現象を探求する講座	 

	 本校で化学を履修していない高１を対象に，単に化

学基礎を先取りで学習するのではなく，中学で学んだ

理科を掘り下げて考えてみたり，	 中学で学んだ化学分

野の内容をと高校で学ぶ化学分野の視点で実験を通し

て学んでみたりする講座を企画した。	 

２）	 SSH 発表会への参加	 

	 できるだけ多くの学校と交流することを目的に，以

下のSSH発表会に参加（予定）した。	 

①	 平成 24 年度スーパーサイエンスハイスクール

生徒研究発表会への参加	 

	 平成24年 8月 8日，9日にパシフィコ横浜で開催さ

れた全国発表会に，3年 E組	 邵	 東鈺をはじめとする

8名の生徒が参加した。	 

	 邵	 東鈺は，「クモの糸の粘着力について（英題：How	 

Strong	 a	 Spider	 Web	 `s	 Adhesive	 Force	 Is?）」を英

語でプレゼンテーションした。	 

②	 SSH 都内東京都内指定校合同発表会への参加	 

	 平成24年 12月 23日に東京工業大学蔵前会館，百年

記念館で開催された都内発表会に，２年 G 組	 細川	 

悠暉をはじめとする18名の生徒が参加した。	 

	 細川	 悠暉をはじめとする７名の生徒が，口頭発表

で「インテリジェント・カフェの活動―知の連鎖をめ

ざして‐」を発表した。	 

	 

	 

	 

	 

	 また，インテリジェント・カフェのスタッフ 14 名が

「インテリジェント・カフェの活動」を，天文部の生

徒が「夜空の明るさの測定」を，1年 F組	 

篠原	 梨菜が「シャトルの羽はなぜ必要？―シャトル

の構造を科学する‐」をそれぞれポスター発表した。	 
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③	 第８回関東近県SSH合同発表会への参加	 

	 平成 25 年 3 月 17 日に早稲田大学理工学術院で開催

される関東近県 SSH 合同発表会に参加予定である。口

頭発表として「宇宙人文学」，ポスター発表として「イ

ンテリジェント・カフェの活動」「シャトルの羽はなぜ

必要？―シャトルの構造を科学する‐」「夜空の明るさ

の測定」が発表を予定している。	 

３）校内コンテストの実施	 

	 生徒の活動成果を発表する機会として、校内コンテ
ストの実施を計画した。 
 実施日時は、平成25年3月21日（木）13:10～15:20 
参加生徒は、３年生が卒業式後であるため、1，2年生
全員とし、発表生徒は、1，2，３年生のうちから希望
者を募った。発表演題は、個人、グループで活動して
きた生徒研究を募集し、発表時間は、「1 発表 15 分程
度」で提示した。教科課題の優秀レポートについても、
課題を課している各科目教員に協力を要請した。生徒
からの応募は、1発表15分で２時間となる８演題を超
え、以下の 9 演題となった。よって、発表時間を 12

分に短縮することとなった。内容は、教科での課題の
優秀作品，生徒個人研究，総合的な学習の時間におけ
る研究，SSH特別講義からの発展研究などであった。  
① 2年G組 加 仁美（代表） 「In Cafe 活動」  
② 3年G組 菅原由香 「身近な微生物の同定」  
③ 1年B組  神尾悠介  「城ヶ島と荒崎における三崎
層の比較」 
④ 1年F組 篠原 梨菜 「シャトルの羽根はなぜ必
要？～シャトルの構造を科学する～」 
⑤ 2年D組 若林里咲 村上若菜 「宇宙人文学総ま
とめ」 
⑥ 1 年 B 組 松本 誠子（天文部）「夜空の明るさの
測定」 
⑦ 2年H組 小津泰生 「新しいセキュアなコンピュ
ータシステムの構築について」  
⑧ 2年G組 徳永万由子 「アガロースゲル電気泳動
によるDNA分離について」 
⑨ 2年B組 井上 貴博 「錬金術の再現～だれでも
できる黄金錬成」 
コンテストとしての実施であるため、生徒による投票
を行い、終業式にて表彰する予定である。 
 
４．実施の効果とその評価	 

	 実施したそれぞれの事業について，その効果と評価

を以下に述べる。	 

１）自由研究を奨励する企画の立案と実施	 

	 SSH 採択が決まってから事業計画書の作成，事業経

費総括表の作成に追われ，実際に 2 つの企画への参加

募集をしたのは，6 月に入ってからであった。その呼

びかけにそれぞれ約 10 名の生徒から参加希望の申し

込みがあったが，実施にこの事業をうまく運営するこ

とができなかった。その理由として，参加を希望した

生徒を一緒に活動できる日時が設定できなかったこと

が大きな原因として挙げられる。	 

	 	 本校は，科学系の部活動が天文部しか存在しない。

同好会として，数理研究同好会（数学系），パソコン同

好会（情報系）が存在するが，生徒会予算は申請でき

ず，合宿等の校外活動も認められていない。このよう

な状況の中で，生徒は各自の希望する部に所属し，放

課後はそれぞれの部活動を行っている。希望者に放課

後活動可能な曜日を確認した所，全員で活動できる曜

日が見出せなかった。個々の探求活動の基本となる共

通の活動が最初の段階で保障できなかったことで，企
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画した講座をうまくスタートさせることができなかっ

たと思われる。	 

２）SSH発表会への参加	 

	 8 月の全国大会に参加した 3 年の邵	 東鈺は，SSH 採

択前の平成 23 年度に本校が企画した電子顕微鏡を活

用する研究で得られた成果を，本人が得意とする英語

で発表する機会が得られた。また，1，2年の生徒が上

級生の優れた発表だけでなく，他校の研究発表を見る

機会が得られたことで，その生徒たちの研究意欲が大

きく向上したと思われる。そのことが，2 学期以降の

SSH 事業への積極的な参加に大きく貢献していると考

えられる。	 

	 12月の都内発表会では，今年度の事業計画の１つで

あるインテリジェント・カフェの様々な活動（東北ス

タディーツアー，10min-Talkなど）を都内SSH指定校

に発信する貴重な機会を得ることができた。また，8

月の発表会に参加した1，2年生が各自の研究成果を拙

いながらも発表する機会を得て，来年度以降の探求活

動の基となったと考えられる。	 

	 3 月の関東近県 SSH 合同発表会では，この 1 年間の

研究成果の総決算として本校 SSH の大きな事業の一つ

である「宇宙人文学」の講座を受講し，探求活動を継

続した生徒がその成果を発表することが予定されてい

る。関東近県の SSH 指定校の生徒や先生方からどのよ

うな反応があるかを楽しみに待ちたい。	 

	 どの発表会も，本校の探求活動の成果を外部に発信

し，他校との交流を深めるのに大いに有効であったと

考えられる。発表者以外にも多くの本校生徒や本校教

員が参加したことは，次年度に向けての事業の推進に

大いに貢献できたと考える。	 

３）校内コンテストの実施	 

	 校内コンテストを企画した当初，発表する生徒が自

発的に出てこないのではないかと危惧された。そのた

め，理系以外の教科・科目の研究発表の優秀者を各教

科教員から推薦してもらうことも検討していた。その

意味で，SSH 事業に関わる発表と理系教科科目に関わ

る発表だけで，予想を上回る応募があったことは大い

に評価できると思われる。本校で初めて実施する校内

コンテストが，次年度以降の探求活動の推進に大きく

貢献することを期待したい。	 

５．実施上の課題及び今後の方向性	 

	 各事業の今後の課題と方向性を以下に述べる。	 

１）自由研究を奨励する企画の立案と実施	 

	 SSH が採択されたことで，生物部を設立したいと申

し出た生徒が出てきた。また，化学を学んでいない 1

年生からも化学実験をしたいという声が出てくるよう

になった。このような声を大切にする事業を考えてい

きたい。また，年度当初にどのように企画を呼びかけ

ていくかも大切であることを痛感した。SSH2年目にあ

たる平成25年度は，年度当初に生徒に参加しやすい企

画を提示して，希望者全員が参加できる日程を確保す

ることが課題である。また，インテリジェント・カフ

ェや特別講義との連携により，自由研究のヒントとな

るトピックを提供することも検討したい。	 

２）SSH発表会への参加	 

	 SSH 発表会の参加によって，参加者の探求活動への

意欲が増し，次の発表会での口頭発表やポスター発表

希望へと繋がっている。次年度以降も発表会への参加，

口頭発表やポスター発表への参加を積極的に呼びかけ

ていきたい。また，今年度実施する校内コンテストの

優秀発表者も，SSH 発表会に参加するように働きかけ

ていくことが次年度に繋がるものと思われる。	 

	 今年度の SSH 発表会で発表したインテリジェント・

カフェや宇宙人文学の発表は，次年度以降も継続して

いくことが本校 SSH の成果を外部に発信し，外部から

の評価にも繋がると思われるので，研究成果の継続的

な発表が望まれる。今年度の発表を見て，中学からの

探求活動をさらに発展させたいと意欲的な 1 年生が複

数いる。その生徒が 2 年後の全国大会で優れた研究成

果を発表できるような支援も重要な課題である。	 

３）校内コンテストの実施	 

	 初年度ということもあり，日程の設定にやや無理が

あった。生徒に負担をかけず，学校として妥当な行事

日程となるように検討をしていきたい。	 

	 校内コンテストでどのような研究発表を取り上げて

いくのか，参加希望者が多くなった場合にどのように

対応するのか，コンテストの評価方法をどのようにす

ればよいか，コンテストに積極的に参加してもらうた

めにはどのようにしていけばよいか等を，コンテスト

実施後にきちんと部会で検討したい。	 

	 新しい事業だけに未知数の部分も多いが，想像以上

に参加者が多かったので，次年度以降の活性化が大い

に期待できる事業と言える。	 
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（７）連続講座	 ̶宇宙人文学ー	 の活動報告 
7-1．研究開発の課題	 ー概要ー	 

	 	 宇宙ステーションや人工衛星には多岐多様に渡っ

た最先端技術が搭載されている。そして，宇宙に対

する高校生の興味関心は高い。しかしながら，小学

校から高等学校までの学校教育において，最先端技

術の詰まった宇宙航空研究開発について，詳細にわ

かりやすく解説されているとは言い難い。高等学校

の授業において，宇宙航空研究開発についてわかり

やすくそして詳しく展開すると，知的探究心や向上

心を育成することにつながると思われる。	 

	 そこで，今回のSSHでの取り組みの１つとして，

この１年間，まず，宇宙開発における最先端技術に

ついて高校生にわかりやすく解説した上で，さらに

それらの最先端の科学技術が我々人類にどのような

恩恵をもたらしているのかまで踏み込んで講義，実

験，実習を進めていくこととした。	 

	 最終的には，高校生が最先端技術を駆使してさま

ざまな人文学の分野を探索し，新たな知見を見出し

た成果を英語の論文に仕上げ，国外で発表するとい

うところまで計画している。	 

	 

写真１	 東京湾の衛星画像	 

	 

	 さて，宇宙人文学とは，宇宙技術と人文科学分野

の融合を目指した新しい領域の学問である。	 	 

	 宇宙の資産，たとえば軌道上の衛星から取得され

たデータを利用すると，地上の起伏に富んだ複雑な

地形を，コンピュータの画面上に3次元の画像とし

て構築できる。真上からはもちろんのこと，東西南

北からの鳥瞰図的な視点で観察することも容易にな

る。これにより遺跡と遺跡，あるいは史跡と史跡の

位置関係や地理的な条件などを，マクロとミクロの

視点から考察できる。さらには歴史上の地球温暖期

における海岸線の3次元的な変化さえ自在に再現す

ることが可能になる。	 

	 このように，最先端の宇宙技術を理解しさらにそれ

を人文学のさまざまな学問領域に積極的に利用して

いくことで，既知の事柄を再認識するときの裏付け

としたり，或はひょっとしたらこれまでは見えなか

った多くの歴史的な出来事が，科学的な分析によっ

て浮かび上がってきたりするかもしれない。宇宙人

文学はそんな魅力ある学問である。	 

	 高校生が宇宙人文学に取り組む場合，必要最低限

の科学的な知識を身につけておく必要がある。本講

座において，生徒達はそのための講義や実習を踏ま

えながら，最先端の衛星データを処理していくこと

になる。	 

	 高校生が宇宙人文学に取り組んだ例はこれまで全

くない。本校において，試行錯誤を繰り返しながら

の取り組みを積み重ねていくことが，今後高等学校

において宇宙人文学に取りくむ時のモデルとなるこ

とであろう。	 

 
7-2．研究開発の経緯	 

	 ー平成24年度 SSH講座として取り組むまでー	 

	 ＪＡＸＡ研究員で科学ジャーナリストである中野

不二男氏を本校に招聘して講義や講演をしていただ

くようになってから，すでに 5 年を経過している。
本校の生徒のみならず教員までもが，同氏からたい

へん多くのものを学び影響を受けてきた。高校生相

手に同氏の展開する講義や実験は，人々を惹きつけ

る大きな魅力とダイナミックなところがあった。 
	 時には，自由落下の様子を写真に写すために，校

舎の 3階から箱の中に入れたデジタルカメラを落下
させたり，時には飛跡を計算してペットボトルロケ

ットを理論通りに打ち上げたり，またあるときには，

鉱石ラジオを生徒に自作させて 50 メートル近くあ
るビニール線のアンテナに接続させてラジオを聞い

たりもした。夢中になって生徒も教員ものめり込ん

でいったのであった。「本物を用いることによる実践

的教育」を謳う本校の教育にまさにうってつけの内

容であった。これらは，ＪＳＴによるサイエンスパ

ートナーシッププログラム（ＳＰＰ）に応募し認可

されて，生徒対象に実践したり，現職教員対象に宿

泊研修したりすることに結びついていった。 
	 そのようなある時，同氏から，「宇宙人文学」を提

唱していることを伺った。ＪＡＸＡに蓄積している
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最先端の科学技術を応用した衛星画像を用いて人文

学の世界を改めて見直してみると，これまでの定説

を覆す新たな発見が見出されるというのだ。これは，

複数科目の教員が束になって取りかからなければ太

刀打ちできない奥の深い学問分野だった。理科系と

文化系の垣根をはずした総合的な内容である宇宙人

文学を学ぶことで，物理，化学，生物，地学という

理科の分野だけではなく，数学，地理，日本史，世

界史，古典，英語，情報など，高校生が学校で学ん

でいるさまざまな教科・科目を広く総合的により深

く学習することが必要となり，人間としての知識教

養をより深めることにつながっていくことが分かっ

た。そして，高校生がこの研究の一端に触れて学ぶ

ことは，彼らにとって決してマイナス要因になるの

ではなく，将来，学際的な研究や職業に就いた時ば

かりではなくあらゆる職業に就いた時に必ず役に立

つのではないかと思われた。 
	 また，生徒を指導する教員側も，自らの専門分野

のみ精通しているだけでは，生徒に対して深く踏み

込んだ指導はできず，教員それぞれがお互いの専門

分野をシェアし，自ら積極的に多方面の分野に渡る

研修した上で生徒の指導に当たっていくという「教

員セミナー」の必要性が浮かび上がってきた。そこ

で，昨年度においては，何度か教員セミナーを実施

してきている。 

 
写真２	 教員セミナーの様子	 

 
	 中野氏と共に一昨年度から高校生が宇宙人文学を

学ぶことの実施形態の模索を続け，昨年度，本校５

７期生の総合的な学習の時間において宇宙人文学を

試行した。震災の影響を受け，本来の計画通り実践

することはできなかったが，以下のように年間６回

の授業を行った。（総合の時間は，毎週金曜日第６校

時に設置されている。授業時間は 50 分間。参加を
希望する生徒が約 30名揃った。） 
	 	 第１回目	 ガイダンス（本校教員による） 
	 	 第２回目	 中野氏による講義「宇宙人文学とは」 
	 	 第３回目	 中野氏による講義「パソコンソフト

を用いた衛星データ解析の技法」 
	 	 第４回目	 レステック社による講義「衛星画像

データの実際」 
	 	 第５回目	 振り返り（本校教員による） 
	 	 第６回目	 まとめの講義（本校教員による） 
	 実施してみると，１授業単位での 50 分間の中で
は，６回連続講座でも時間が大幅に不足することが

判明した。「宇宙人文学概論」のような解説だけで終

わる授業であったらまだしも，生徒たちにフィール

ドを与えて研究として進めるには，１回 50 分の授
業だけでは時間があまりにも足りないのであった。 
	 以前中野氏を講師に迎えて実施した SPPでは，土
曜の午後約３時間を利用してじっくりと生徒に実験

~考察~検討させることができたが，50分間の授業
の中では，講義する側も授業を受ける側も，中途半

端な形で不完全燃焼してしまっていた。 
	 じっくり学べてしっかり身につくようにするため

には，土曜日や放課後などの時間を有効に活用する

ことが必要であると考えられた。今後は，「宇宙人文

学フォーラム」として，参加希望者を１，２年生か

ら募り， 
	 ①平日の放課後 
	 （例）水曜日の１５時３０分~１７時３０分 
	 ②土曜日の午後 
	 ③大磯地域での巡検 
などを，月１~２回実施していくことが望ましいと

の結論に至った。 
	 今年度，SSHの取り組みの１として「宇宙人文学」
の連続講座を実施することが認められたため，この

活動の中で十分時間をかけて，生徒自身が手応えを

感じる講座を目指すとともに，参加した生徒の間で，

先輩から後輩に，パソコンソフトの使い方や研究フ

ィールドについての知見などを，継続して受け継が

れていく形態を構築し実践することとしたのである。 
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7-3．研究開発の内容	 

ー平成24年度におけるSSH連続講座「宇宙人文学」

の実践ー	 

	 平成 24年度における連続講座「宇宙人文学」は，
前年度の研究成果をうけてその課題を解決するべく

実施計画を構築し，講師として，JAXA研究員，京
都大学特任教授，サイエンスジャーナリストの中野

不二男先生および（株）日経映像，映像チーフディ

レクターの田中宏明先生をお迎えして，以下のよう

な日程及び内容で実施した。 
第１回	 ６月１６日 
	 本校公開研究大会にて公開授業として実施 
	 参加生徒延べ人数：98名 
	 内容：（１）講義	 人工衛星や宇宙ステーションと 
	 	 の通信の仕組み，ラジオの電波はどのようにつ 
	 	 たわっているのか 
	 （２）実習	 電池不要なラジオ（鉱石ラジオ）の	 	 	  
	 	 製作実習 

 
写真３	 ラジオ製作	 

 
写真４	 宇宙人文学講義	 

第２回~５回	 ８月 27日~29日 
	 集中講義，巡検（本校妙高寮にて宿泊） 
	 参加生徒人数：64名 

	 内容：（１）巡検	 長野県北部~新潟上越~富山湾 
	 	 沿岸の衛星画像分析ポイント取材，博物館にお 
	 	 けるデータ取材 
	 （２）講義	 日本海沿岸の渡来人の足跡，上越~ 
	 	 長野県北部における衛星データ分析 
	 （３）講義	 宇宙ロケットの打ち上げの仕組み 
	 （４）実習	 ペットボトルロケットの打ち上げ理 
	 	 論および実習 
 

	 

写真５	 ナウマン象博物館	 

	 

写真６	 野尻湖発掘地点	 

	 
写真７	 高麗神社（富山）	 
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写真８	 魚津埋没林博物館	 

	 

写真９	 ペットボトル打ち上げ実験	 

 
第６回	 ９月 29日 
	 本校の学校説明会にて公開授業として実施 
	 参加生徒人数	 9名 
	 内容：（１）講義	 衛星写真から何がわかるのか， 
	 近赤外線画像などからわかる情報について 
	 （２）実習	 パソコン上における衛星写真処理技 
	 術①~世界の衛星画像を自在に切り出してパソコ

ン上で処理する方法について 
 

	 
写真10	 公開授業	 

第７回	 11月 10日	 大磯•平塚方面巡検 
	 参加生徒人数	 16名 
	 内容：巡検	 大磯~平塚エリアにおける渡来人の 
	 足跡，衛星画像分析スポット，安藤広重のスケッ 
	 チ箇所などの巡検および解説講義 
 

	 

写真11	 高麗山県民の森（大磯）	 

	 

写真12	 高来神社（大磯）	 

 
第８，９回	 １月 26日 
	 午前＝第８回，午後＝第９回 
	 参加生徒人数	 ８名 
	 内容：（１）講義	 地理データと衛星データを重ね 
	 合わせることで何がわかるのか，遺跡発掘と近赤

外線画像データからわかること 
	 （２）実習	 パソコン上における衛星写真処理技 
	 術②~衛星画像データと地理情報データを重ね合

わせる技術の習得，地盤沈降および隆起の状況を再

現する方法について~ 
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写真13	 衛星画像処理演習①	 

 
第 10回	 ２月 23日	 参加生徒人数	 ８名 
	 内容：（１）講義	 今年度のまとめ，来年度への展 
	 望及び準備 
	 （２）実習	 パソコン上における衛星写真処理技 
	 術③~生徒成果研究発表に向けての発表準備指導 

	 

写真14	 衛星画像処理演習②	 

 
7-4．実施の効果とその評価	 

	 本講座に参加した生徒を対象にアンケート調査を

毎回の講座修了後に実施している。 
	 以下にその中から，幾つかを示す。 
	 （生徒 A）衛星の電波の波長を変えるだけで，温
度やクロロフィルの量まで分かるなんてすごいと思

いました。まだ，他にあまり公開していない技術を

勉強できるなんて光栄です。電波の組み合わせを変

えると，もっと他のことが分かるようなので，興味

深いなと思いました。かんさつ眼では，地面の角度

が少し変わるだけでずいぶん地形が変わったので，

びっくりしました。またぜひ参加したいです。あり

がとうございました。 
（生徒 B）考古学から古典文学まで，多方面に応用
できることを改めて実感しました。最初は難しそう

に思っていた宇宙人文学ですが，ソフトをつかって

やってみると意外に単純なアイディアと発見の積み

重ねなんだなあと思いました。私も興味ある分野で

（古典好きなので）研究をしてみたいと思います。 
（生徒C）実際に衛星画像が見れてとても面白かっ
たです。まだまだ使い方などでよくわからない部分

もあると思いますが，自分でいろいろと試していろ

んな使い方を見つけたいと思いました。 
	 また，総合の研究で更級日記を通じての研究をこ

れから実際に始めて見たいと思いました。 
	 今度は波長のデータと標高のデータを重ね合わせ

て立体的に植生を見たりしたいと思いました。 
（生徒D）私の住んでいる所は戸塚で中学も鎌倉に
通っていたので，今回見せていただいたデータに対

してとても興味がわきました。特に古い鎌倉への道

や東海道はなじみの深いものなのでとても調べてみ

たいと思いました。 
	 一番最初に使わせていただいたかんさつ眼で土地

を傾かせたとき，谷になっているところに特に水が

入ってきている様子が分かって，とても面白かった

です。海水面をどんどん上げていった時，自分の住

んでいるところや中学が沈むのを見た時はさすがに

驚きましたが，津波などの危険性を知るには，すご

く良い手段のように思いました。 
 
	 このように，参加した多くの生徒から，本講座の

目指すところとしている，最先端研究からスタート

して総合的に幅広く学習を深めていくということの

意義を汲み取り，実感として体験し把握したことに

ついてさらに興味や関心を自ら高めていこうとする

強い意欲が感じ取られ，本講座の実施したことの効

果について高く評価できると考えられる。 
	 本講座に連続して参加した生徒の中には，宇宙人

文学に大変興味を持ち，さらに自主的に課題を設定

して調査研究を始め，レポートを作成して提出する

者もみられた。 
  来年度以降もさらに宇宙科学技術に関連した基礎
的な講義や実習とともに，さらにさまざまな角度か

ら宇宙人文学の実践を深める意義を強く感じる。 
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写真15	 生徒が研究レポートに選んだ	 

富山湾の衛星写真	 

 

 
写真16	 生徒が研究レポートに選んだ平塚の	 

衛星画像と更級日記の記述分析例	 

 
7-5．実施上の課題及び今後の研究開発の方向	 

	 本講座を連続して実施した平成 24 年度の各
回において，講師と実施担当教諭との間で実施

後に検討会を行い，実施上の課題及び今後の研

究開発の方向性について協議してきた。 
	 実施上の課題として主な事項は以下の通りで

ある。 
①	 複数回実施して多岐にわたる内容を指導

していくため，これまではメールなどの

やり取りなどだけで事前に打ち合わせて

きたが，今後内容が更に細かく詳細に渡

ってくることもあるので，実際には事前

にお互いに顔を合わせて会議をして，詳

細な部分までに協議した上での実施が必

要である。 

②	 講義や実習を実際に行う時には，講師や

担当教員だけでの準備や片付けは困難で

あり，TA(ティーチングアシスタント)が
ぜひ毎回必要である。また，実施当日だ

けでなく事前の準備の時にも TA がほし
い。 

③	 他分野に渡った内容であるため，２~３

名という少人数の担当教員ではなく，よ

り多くの担当教員の増員と教員研修が必

要である。 
④	 JST への要望として，研究所や大学の先
生ではなく企業の方が講師となる場合に

は，謝金の振込先を個人ではなく会社に

できるように改善していただきたい。 
 
 また，今後の研究開発の方向については，今
のところ以下のように考えている。 
①	 本校生徒の特長として，知的好奇心旺盛

でひとたびその灯がつくと留まるところ

を知らず徹底的に追及していくという姿

勢がよく見受けられる。今後もそういっ

た生徒の特性を伸張させ，より多くの生

徒にこの講義や実習に参加させることに

より，本講座を高校生が受講することの

意義と効果についてさらに検討を積み重

ねていく。 
②	 参加した生徒に十分に講義を行い衛星デ

ータ処理の方法を習得させ，自ら選択し

た地域について調査研究してのレポート

をより多くの生徒に作成させ，公式な場

での発表を経験させていく。そのために，

巡検エリアをさらに別な場所に効果的に

広げ，講師の中野不二男先生との連携を

深め将来性を検討しながら，更に新たな

研究開発に当たっていきたい。 
③	 いずれは渡来人に関する分析などを生徒

にレポートにまとめさせ，海外で発表さ

っせることを念頭に置き，英語でレポー

ト作成したりポスターを作成したりする

指導につなげていく。 
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（８）「特別授業」部会の活動報告 
8-1.	 特別授業の目的	 

	 本校SSHの目標を達成する活動の一つとして，特別
授業を位置づけた。その目標は，現代の科学研究の第
一線に立つ研究者の方々に，高校生を対象とした特別
授業を行っていただくことにより，生徒達が本物の科
学研究の一端に触れ，科学や研究自体の面白さ，大切
さなどに気づき，人間社会における科学的な素養の重
要性を理解する心情が育成されることを目指している。 
8-2.	 特別授業開設の経緯	 

 運営指導委員の先生方ともご相談し，本校教員の知
人，大学等での関係者などを通じ，特別授業にふさわ
しい分野をいくつか選び出した。次に，その方面で第
一線に立っておられる研究者の方を探した。また，出
張講義等の名称で高校へ授業を行っている研究機関や

大学をインターネット上で検索し，参考とした。こう
して，多くの研究者の方と交渉を重ねた結果，平成24
年度は下記のような講師の皆様に特別授業をお願いす
ることができた。 
特別授業の内容	  
１.	 宇宙に知的生命体はいるか？	 

 話は，イタリア出身の物理学者フェルミのパラドッ
クスから始まり，ドレイクの方程式（銀河系内におけ
る恒星の誕生する速さ，恒星が惑星をもつ確率，一つ
の恒星の生命に適した惑星の数，生命に適した惑星か
ら実際に生命が誕生する確率，発生した生命が知的生
命体に進化する確率，知的生命体が高度な文明をもつ
確率，高度な文明が存続する時間の長さ）に原田校長
が考えるデータを入れ，電波による通信技術を持つ高
度な文明を有する数50にたどり着きました。 
２.	 眠るってなんだろう？	 

̶老化に伴う脳の病気はな
ぜ起こる？ 
 平成24年9月26日（水）
15:30～17:30 世界脳週間
2012講演会が，本校生物教
室にて行われ，生徒３１名，
教員他８名の計３９名が参
加した。「世界脳週間」は，
脳科学の科学としての意義
と社会にとっての重要性を
理解するために世界的規模
で行われるキャンペーンで
あり，日本では「脳の世紀推
進会議」が主体となって，高
校生を主な対象とした講演
会が行なわれている。本校で
の講演会実施は今回で３回
目となり，毎回興味深い講演
を聞き，活発に質問の出る有
意義な会となっている。今年
度は「脳と心の神経科学」と
いう題で，東京都医学総合研
究所のお２人の先生からお
話をうかがった。田中進先生
からは，「眠るってなんだろ
う？―脳が操る睡眠のメカ
ニズム」という題で動物や人
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の睡眠調節などについて，また，藤田雅代先生からは，
「老化に伴う脳の病気はなぜ起こる？」という題で人
の脳の機能と老化・病気などについて，それぞれお話
をうかがった。田中先生から睡眠と記憶の関係性や，
体内時計に影響を与える要因などを聞いた後では，生
徒から，自身の勉強の仕方や生活のリズムを改善しよ
うという声が聞かれた。また，藤田先生からアルツハ
イマー病やパーキンソン病，レビー小体型認知症の原
因解明についての話を聞いた後には，研究が進んで治
療が可能になることへの期待の声が聞かれた。 
３.	 飛び出せ工学君，振動と摩擦を利用する移動機械

を創る	 

 参加者は生徒24名。岩附先生の特別授業は，今年で
3年目となる。授業内容は毎年違っている。例年通り，
先生の自己紹介を兼ねる趣味の世界がプレゼンテーシ
ョンされ，やがて工学とは何かの話に引き込まれてい
く。この授業目的は，以下のものであった。 
(1) 工業・工学は日本を支えている 
(2) 機械工学は，工学・工業のすべてに関わるオール
マイティ 
(3) 工学の基礎は，高校の数学・物理にある 
(4) 女子学生が活躍できる場もたくさんある 
(5)「解く」ことの苦しみから「創る」ことの愉しさへ 
授業は，振動と摩擦を利用する移動機械を創るために
はどうしたらよいのか，なぜそのように動くのかとい
った，具体的な話となる。いよいよ，ゼンマイ・ホー
スの設計・試作となる。おもちゃのゼンマイユニット
を動力源にして，それに４本の脚を付け振動を伝えて
床を蹴りながら走る移動機械を，教員も含めた参加者
一人ひとりが設計試作した。自由度は極めて大きく，
唯一解はないという。最後は，自分で作ったゼンマイ・
ホースで競馬大会が開かれた。教員も生徒も本気で競
争した。参加者に，科学と人をつなぐ工学の世界の面
白さが見えてきたに違いない。 
４.	 「化学オリンピック実験問題にチャレンジ」	 

平成24年11月21日（水）15：30～18：30に，「化
学オリンピック実験問題にチャレンジ」というタイト
ルで，本校化学実験室において，東洋大学生命科学部
の柄山正樹教授を講師に迎えて，SSH特別講座実験を
行った。参加した生徒は28名。以下はその概要である。 
１ 要旨説明 
 第４０回国際化学オリンピックは2008年７月12日
～21日までハンガリーのブタペストで開かれた。この

大会にscientific observer として，東 星一（灘高等学
校2年），小澤直也（駒場東邦高等学校1年），鈴木裕
太（宮城県仙台第二高等学校2年），福井識人（灘高等
学校 2 年）の４名の生徒を引率した。その概要は下記
の通りである。 
第４０回国際化学オリンピック（ハンガリー・ブダペ
スト大会）概要 
開催期間：2008年７月12日（土）～21日（月） 
場 所：エトヴェシュ・ロラーンド大学 
参加国（人数）：約70カ国（約270人） 
日本代表スケジュール： 
１１日（金） 東京発－ブダベスト着 
１２日（土） 参加登録 
１３日（日） 開会式 
１５日（火） 実験問題試験 
１７日（木） 筆記問題試験 
２０日（日） 閉会式 
２１日（月） ブダベスト発―東京着（22日午前） 
２２日（火） 文部科学省・経済産業省等へ帰国報告 
※上記以外の日は，エクスカーションやハンガリー文
化の体験や各国の参加者との交流。 
参加国：66カ国（オブザーバー参加：コスタリカ，サ
ウジアラビア，シリア） 参加生徒数：257名 
金：30名  銀：52名  銅：79名 
日本代表の４名の生徒の成績は以下のようであった。
（http://www.icho.hu/Files/final_report_icho40.pdfより） 
理論問題正答率％ 実験問題正答率％（P1,P2,P3）総合得点
（100点満点） 
A君 65.38 25.95 (54.3  15.4  17.6)  49.60  
B君 43.74  44.17  (84.3 42.1  19.4)  43.91  
C君 47.48  66.29 (68.3  88.7  42.6)  55.00  
D君 42.14 55.32  (23.5  89.2  42.6)  47.41  
実験問題の第３問（P3）は，未知試料水溶液に含まれ
ている８種類の無機化合物を同定するものであり，日
本の高等学校の化学の授業でも扱える，実験器具も少
なく経費もかからない実験であった。本講座では，こ
の実験問題を現在の高等学校の教科書で扱われている
化合物を中心に，授業で扱いやすく７種類の化合物と
し，一部アレンジを加え企画した。 
５.	 「電子は磁石！」でわかること・できること	 

『これって磁石なの？ 教科書の間違いが今暴かれ
る！？』 
参加者は生徒・保護者合計20名。磁石とは何か，磁性
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体がどんなところで利用されているのかなどの講義が
あり，様々な実験を交えながら進んでいった。超強力
磁石の威力で，いままで見えなかった身の回りの物質
の磁性の秘密が解き明かされていく。「磁石にくっつか
ない」と教科書に書かれているアルミニウム(一円玉)
が磁石の動きとともに，動くことを実際に確認した。
これは電磁誘導が原因であるが，ヤジロベー状の遊具
を使って，アルミニウムに弱い磁性もあることが明ら
かにされていく。電磁誘導を体感し，電気と磁性を利
用した工学応用としての記録装置の原理が説明される。
普段は見ることのないハードディスクの内部をのぞき，
そこで使われている GMR についての説明が続く。電
子のスピンの性質を直接利用するスピントロニクスと
いう応用分野を，未来のエレクトロニクスの候補とし
て紹介される。電子のスピンが織りなす磁性の不思議
を実感する授業であった。 
６.	 テトラヒメナが教えてくれたこと	 ―テロメアか

ら細胞分裂まで―	 

 参加者は生徒 16 名，保護者 3 名。テトラヒメナと
その生物学に関する講義と，観察実験の説明の後，顕
微鏡で生きているテトラヒメナの観察を行った。次に，
有性生殖（接合）細胞の観察，墨汁などを餌にさせた
ときに見られる食胞形成の観察も行った。テトラヒメ
ナの性，異なる系統同士の接合過程の概観など，講義
と観察により，繊毛虫類の不思議を身近に感じる時間
を過ごすことができた。講義後の質問も活発に行い，
生徒諸君の理解が一層深められた。 
７.	 アガロースゲル電気泳動によるDNAの分離	 

  アガロースゲル電気泳動を行い，DNA を分離する
実験を行った。  
８.	 回転体での運動ルーレット	 

 精密回転計測器による，ルーレットの原理の実験，
バネの伸びの厳密な計測実験などを行った。 
９.	 モーションキャプチャ・システムを使った行動解

析による対人関係の計測	 

 モーションキャプチャ?システムを使った行動解析
による対人関係の予測＝「脳科学」（等間隔に赤外線セ
ンサーをつけた大縄跳びを２人でまわしてその軌跡を
分析する実験など） 
１０.	 生命・食・環境のサイエンス「バイオサイエン

ス，特に遺伝と遺伝子，突然変異」	 

 参加者は生徒 21 名，保護者 5 名。先生の自己紹介
に続き，会場の全員に紙が配布され，ニワトリの絵を

描くよう指示された。教員も含め30枚余のデータが集
まったが，全て左向きの図であった。それらの図をも
とに，サイエンスは思い込みでなく，正確な観察力が
重要なことを分かりやすく話された。さらに，DNAを
観察する実験も交えて，身の回りの遺伝現象の担い手
が DNA という物質であり，犯罪捜査，動物の雌雄判
別，食料の増産にも様々に DNA が関わることなど充
実した内容であった，３本足をもつニワトリの突然変
異などのお話もあり，大変に熱のこもった講義で，生
徒諸君も時間を忘れて受講していた。 
１１.	 食品の科学，カカオ栽培からチョコレートの製

造まで	 

 参加者は生徒21名，保護者10名。古屋野先生から，
油脂についての講義でテンパリングの必要性，融点，
結晶化などの説明を受けた。その後，4 人前後の 8 つ
の班に分かれ，研究所の２名の方の適確なお手伝いも
いただき，シードテンパーによる方法と，ハンドテン
パーによる方法で，溶解したチョコレートを型に入れ
冷蔵庫で冷却する実験を行った。その後，カカオの木
の分布や栽培法，チョコレートの歴史などの講義があ
った。ついで，サンプルの試食，冷却したチョコレー
トを型から取り出し，実験の評価を行い，その後活発
に質疑応答が交わされた。室内にはあまいチョコレー
トの香が充満し，味わいも深めることができ，チョコ
レートに関する知識や味覚への理解を深められた一日
であった。 
１２.	 タイと日本・本校との交流の歴史	 

 １月８日，本校講堂において「タイと日本・本校と
の交流の歴史」というテーマで，２７期卒業生のシン
トン・ラーピセートパンさんによる講演が行われまし
た。シントンさんはタイ外務省にお勤めで，現在は在
京タイ王国大使館の次席公使，まさにタイ日友好の架
け橋としてご活躍されています。 講演は，シントンさ
んご自身の附高時代の思い出など興味深いお話の連続
で，会場は終始和やかな笑いに包まれていました。後
輩である本校生たちは，タイ国留学生に対する理解を
深め，グローバルな視点からのアドバイスに大いに刺
激を受けました。 
１３.	 「ヒッグス粒子発見！」	 

 定員100名にしぼったため，希望しながら参加でき
なかった生徒・保護者のみなさんが多数いらっしゃり，
大変申し訳ありませんでした。参加者は生徒84名，保
護者 20 名のあわせて 104 名。先生の紹介に続き，さ
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っそく本題に。「今日のお話は難しいです。」という駒
宮先生の前置き通り，高校生向けというよりは，大学
での集中講義のような感じでした。 
 内容は，前半は素粒子について，後半は CERN の
LHC加速器でのヒッグス粒子発見についてで，もちろ
ん，すべての内容を理解できるものではないとは思い
ますが，素粒子物理学の最先端を垣間見ることができ
たのではないでしょうか。いつか附高の卒業生から，
ノーベル賞受賞者が出ることを期待したいと思います。 
１４.	 グローバル人材育成のためにー東京外国語大学

の挑戦	 

 今回の座談会は，日程調整，座談会内容の打ち合わ
せ，校内でのPR，座談会の進行などを，Intelligent Cafe
スタッフが分担して行いました。日程確定から１週間
という準備期間でしたが，７０名を越える参加者が集
まり，生徒の熱意を感じました。 
 座談会は，はじめの１時間が亀山先生ご自身の研究
や東京外国語大学が目指す「グローバル人材育成」に
関するお話となり，後半の３０分が質疑となりました。
生徒からは英語の学習方法についての質問も出ました
が，ご自身の経験も交えて，若い脳が柔軟な時代に聞
く能力を伸ばすことを勧められていました。また，グ
ローバル化が求められる中，文部科学省が掲げる「日
本人としてのアイデンティティを持ちながら，広い視
野に立って培われる教養と専門性，異なる言語，文化，
価値を乗り越えて関係を構築するためのコミュニケー
ション能力と協調性，新しい価値を創造する能力，次
世代までも視野に入れた社会貢献の意識などを持った
人間」育成が，世界的な競争と共生が進む現代社会に
おいて，不可欠であると話されていました。 
１５.	 遺体が育てた解剖学者	 

 平成25年２月22日，１，２年生徒を対象に（保護
者参加もあり）本校講堂において講演会を実施した。   
 いつ死ぬか分からない動物の遺体を，どのように科
学の俎上に載せていくか，解剖の意義とは何か，多く
の写真と共に，様々な方面にわたり，情熱溢れる，と
ても興味深いお話を伺うことができた。以下は概要。  
 国立博物館にはトキやハチ公などの剥製があるが，
これらは人間と動物の関係の歴史を未来に託すもので
ある。パンダは本来細かな動きが器用でない手をもつ
が，遺体の解剖と CT スキャンにより，６本目と７本
目の突起が生じたことでササをしっかり握れるように
なった進化の過程を明らかにした。オオアリクイには

歯がなく，舌を出し入れすることにより効率よくアリ
を摂食することができる。そのしくみは，対象に目と
手を使って対話することから引き出す事実に基づいて
明らかになった。解剖学は知の文化を後世に継承する
意義があり，芸術に近い感性で行うものである。日本
では標本の蓄積が諸外国と比べて格段に少ないが，科
学や文化の成熟には時間がかかるものであり，是非今
後も博物館の成熟を期待したい。動物園の動物が死ん
だときに遺体をもらって解剖するが，これは長く飼育
してきた人の気持ちを未来に運び，知に貢献する仕事
と考えている。バイカルアザラシの大きい眼球，セイ
ウチの巨大な胃袋，など解剖により動物の新たなしく
みや機能を解明すると，進化の過程を考察する新たな
知見が得られる。現代社会では，死はどこか他のとこ
ろに隔離され，生と死の命の境目は不分明である。解
剖の実験は死を見つめる契機であり，生きるとは何な
のかを考えることができる。全体会の後，質問会を行
ったが，12名の生徒が参加し活発な議論が行われた。 
１６.	 藻類ってこんなにおもしろい！！“進化からバ

イオエネルギー生産まで”	 

 平成 25 年２月 23 日（土）14：00 から生物実験室
で行われ，参加者は生徒３６名，保護者５名であった。 
 講義では，日本人と藻類の関係，藻類が生命進化の
研究や実用面で重要な位置を占めていること，藻類の
脂質蓄積のメカニズム等の内容を分りやすくお話頂い
た。次に，藻類のナンノクロロプシス，クレブソルミ
ディウム，クラミドモナスなどの細胞を顕微鏡で観察
し，細胞が小さいことや，葉緑体が体の大部分を占め
ることなどを実感した。実験では研究員の信澤さんの
丁寧なご指導により，藻類を使った脂質実験が，和や
かな雰囲気の中で慎重に行われた。窒素養分の豊富な
状態と飢餓状態とのそれぞれで培養した藻類から脂質
を抽出し，TLC プレートにのせてクロロホルムで展開
し，プリムリン噴霧後にブラックライトで観察した。
そして，各班とも，トリアシルグリセロールのバンド
が，飢餓状態の藻類では多量に蓄積していることが確
認できた。また，藻体を乾燥してバーナーで燃やすこ
とにより，油分の蓄積の様子も眼で見ることができた。
最後に，藻類の進化に関する太田先生の講義により締
めくくりとなった。今回は，内容も高度で内容も豊富
な実験や観察を，６名の研究室の方々の多大なご協力
を頂いたお陰で，楽しく行うことができ，大変に有意
義な一日であった。 
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（９）「科学見学実習」の活動報告	 

9-1.	 研究開発の課題	 

従来から実施している科学見学実習のうち，科学

研究施設等の見学を行っているプログラムについて，

改めて本校の掲げている SULE （ Scientific	 

Universal	 Logic	 for	 Education）の理念に基づいて

見直し，他の学校での実践に資することを課題とす

る。なお，このプログラムについては，「総合的な学

習の時間」３時間分に位置付けた。	 

	 

9-2.	 研究開発の経緯	 

	 まず，科学見学実習の経緯について示しておく。	 

	 

9-2-1.	 科学見学実習について	 

	 本校では各教科科目において，実物や本物を重視

した教育活動を従来から展開している。理科におい

ても実験や実習に重点を置き，生徒の主体的な活動

を通じて，科学的な見方や考え方が身につけられる

ような教育を目指している。生物科では上野の国立

科学博物館の見学実習を，第１学年の必修行事とし

て昭和38年度（10期生）から実施している。	 

	 平成 15 年度（50 期生）からその実習を午前と午

後に分け，午前中はほぼ従来通りの見学実習とし，

午後は生徒の興味と関心に応じて，希望する研究施

設の見学を行なっている。なお，科学見学実習は理

科の全教員により，企画や実施が行われている。	 

	 本校創立以来の博物館を主たる目的とした見学実

習は表1のように実施されてきた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

9-2-2.	 現行の科学見学実習の概略	 

	 生物の形態や構造，生態，進化，系統や分類など

に関する学習は，教室内での観察や実験だけでは不

十分なことが多い。しかし，これらの分野は生物学

や地学の見方や考え方の重要な基礎となるものであ

り，じっくり考察すべき内容を豊富に含んでいる。	 

	 本実習の目標は，午前中の国立科学博物館では生

物基礎や地学基礎の内容をふまえ，多くの資料や実

物の標本などをもとに，学習の一層の深化や発展を

目指すところにある。	 

午後の施設見学では科学研究の現場を訪れ，第一

線の研究活動の内容やその施設設備の一端に触れ，

研究に携わる方々から実際にお話をお聞きして，専

門分野への理解を深めるところにある。	 

	 

9-3.	 研究開発の内容	 

	 本校が平成24年度よりSSH指定校になったことに

より，この10年ほど行ってきた施設見学のプログラ

ムの見直しを行うことにした。	 

	 施設見学を始めてから，科学見学実習は，第２学

年の必修行事である社会見学実習と同じ日に設定さ

れている。そのため，科学見学実習に引率できる教

員は，理科を除くと，地歴・公民科を除く第１学年

の担任教員が中心で，あとは第２学年の担任教員，

理科，地歴・公民科を除いた教員のおよそ半数であ

る。しかし，一般公開でない施設の場合，見学先の

施設の担当者と打ち合わせた教員が引率する必要が

あるので，どうしても見学先の数は限られてしまう。	 

	 

すると，どうしても１施設を見学する生徒数が多く	 

	 表 1	 科学見学実習の内容の変遷 

入学年	 期	 	 	 	 名	 称	 時間帯	 備	 考	 

昭和 29~37 年	 	 １期~９期	 	 	 	 	 	 	 	 	 未	 実	 施	 

昭和 38~44 年	 10 期~16 期	 国立科学博物館見学	 午後	 生物と地学	 

昭和 45~48 年	 17 期~20 期	 国立科学博物館見学	 午後	 主として生物	 

昭和 49~56 年	 21 期~28 期	 中	 断	 

昭和 57~平成５年	 29 期~40 期	 科学博物館見学	 午後	 	 

平成６~14 年	 41 期~49 期	 中	 断	 

平成 15~24 年	 50 期~59 期	 科学見学実習	 
午前と

午後	 

午後は分かれて希望

の研究施設を見学	 
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なってしまい，小回りがきかず，見学先での制約が

大きくなってしまう。そんな中で，今回，SSH に指

定されたこともあり，家庭科の教員の協力で，生活

科学分野の施設を新たに増やすことができ，１施設

あたりの人数を減らすことができた。	 

	 今年度の見学先（参加者数の上限）は，以下の12

施設で，その概要とともに示しておく。	 

①	 東京農工大学遺伝子実験施設（30名）	 

〒183-8509	 東京都府中市幸町3-5-8	 

	 遺伝子組換え実験・遺伝子組換え生物等の使用等

により生ずる生物多様性影響の防止に関する安全管

理及び分析技術・遺伝子ゲノム科学技術の研究開発

等を行う施設である。「機器分析施設」とともに学術

研究支援総合センターを構成し，大学の学術研究を

担うのみならず，他機関の研究者の遺伝子操作技術

の向上，一般市民の遺伝子に関する知識の向上に努

める公開講座も開催している。	 

②	 東京都医学総合研究所（40名）	 

	 	 〒156-8585	 東京都世田谷区上北沢2-1-8	 

がんやＣ型肝炎・AIDSなどの感染症，そして遺伝

子病などを中心とする重要疾患の原因の究明，診

断・治療および予防法の確立をめざした研究所。リ

ソゾーム病や筋ジストロフィーに代表される難治疾

患の原因究明と治療法の確立を目指して日夜研究を

進めています。最近の研究では，Ｃ型肝炎ウイルス

の姿を世界で初めて電子顕微鏡を使ってとらえ，ま

た脳におけるタンパク質分解の生理的役割を明らか

にした。	 

③	 早稲田大学ナノテクノロジー研究所（30名）	 

〒169-0072	 東京都新宿区大久保3-14-9	 

ナノテクノロジーとは何だろう？	 山手線の内側

では最高の研究設備＝電子顕微鏡，クリーンルーム，

最新の研究設備の見学，純度 99.999999999%のシリ

コン研究についての解説および実験設備見学。また，

本校卒業生などによる早稲田大学先進理工学部につ

いての詳細な紹介がある予定。	 

④	 独立行政法人海洋研究開発機構地球情報館（横

浜研究所）（100名）	 

（Japan	 Agency	 for	 Marine-Earth	 Science	 and	 

Technology：JAMSTEC	 ジャムステック）	 

	 〒236-0001	 神奈川県横浜市金沢区昭和町

3173-25	 

	 地球情報館は海洋研究開発機構が行っている研究

や観測によって得られたデータや映像を公開してい

る。当日は地球情報館および世界最高クラスのスー

パーコンピューター：地球シミュレータの見学に加

え，研究者の方の講演を聞く予定である。	 

⑤	 東京大学物性研究所（30名）	 

	 	 〒277-8581	 千葉県柏市柏の葉5-1-5	 

この研究所は，国際的な物性物理の研究拠点であ

る。研究内容は，主として固体物質の性質である。

特に，超高圧，極低温，超強磁場などの極限状態で

の物性研究が盛んに行われている。新物質科学，物

性理論，ナノスケール物性，極限環境物性，先端分

光研究，軌道放射物性，中性子科学，物質設計評価

施設，国際超強磁場科学研究施設などがあり，最先

端物性研究の研究者から直接話を聞くことができる。

研究内容だけでなく，大学院生から学生生活，研究

者生活などについて，女性研究者からは，女性物理

学者の生活についても毎年話をしてくださる。熱い

研究心に触れ，君たちの目標が見えてくるかもしれ

ない。	 

⑥	 理化学研究所（和光）（30名）	 

	 〒351-0198	 埼玉県和光市広沢2-1	 

科学技術に関する試験及び研究等の業務を総合的

に行うことにより，科学技術の水準の向上を図るこ

とを目的とし，日本で唯一の自然科学の総合研究所

として，物理学，工学，化学，生物学，医科学など

におよぶ広い分野で研究を進めている。仁科加速器

研究センター，脳科学総合研究センターの見学を予

定している。	 

⑦	 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部（相模

原キャンパス）（40名）	 

	 〒252-5210	 神奈川県相模原市中央区由野台

3-1-1	 

日本の宇宙科学研究の核である施設。宇宙の構造

やその起源を追及すべく大気の外に出て行う天文観

測，地球を含む太陽系の生い立ちを探る太陽系科学，

微小重力環境等を利用してさまざまな実験を行う宇

宙環境利用科学などを行っている。	 

⑧	 理化学研究所（横浜研究所）（30名）	 

	 〒230-0045 	 神奈川県横浜市鶴見区末広町

1-7-22	 

理工学からライフサイエンスにわたる幅広い分野

を研究対象としている科学技術の総合研究所である。

理研におけるライフサイエンスの拠点として開設さ
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れた横浜研究所は，基礎から応用にわたる研究活動

を通じて，その成果の普及，研究者の養成，地域と

の連携などに取り組んでいる。今年度はオスミック

基盤研究領域（生命の分子プログラムを解明してい

る研究室）と，生命分子システム基盤研究領域（医

薬品開発から生命システムの解明を目標とし，タン

パク質の構造や機能を研究している研究室）の見学

を予定している。	 

⑨	 東芝科学館(40名)	 	 

	 〒212-8582	 神奈川県川崎市幸区小向東芝町1	 

東芝は電気製品の一号機を多く作り出している企

業であり，その原点はからくり人形や時計の制作か

ら出発していることを知っているだろうか？東芝の

歴史を紹介するだけでなく，最新の電気製品の紹介

やテクノロジーの解説，超伝導体の演示実験等をシ

ョー形式で見せてもらう予定。	 

⑩	 国立天文台三鷹キャンパス（30～100名）	 

〒181-8588	 東京都三鷹市大沢2-21-1	 

天体観測の施設と天文学の研究に関して，過去の

観測の様子を知ることができる展示を見学したのち，

いくつかの研究施設の見学を行う。そして，研究者

による成果の紹介を行う。	 	 

⑪	 ライオン株式会社	 研究開発本部（20名）	 

〒132-0035	 東京都江戸川区平井7-2-1	 

ライオンの研究開発本部では，基盤技術「口腔科

学」・「界面科学」などを	 ベースに，「健康」・「快適」・	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 

「環境」をキーワードとした研究を進め，世の中に

役立つ製品開発に挑戦しています。生活者の視点に

立って，斬新で人々の生活に役立つ製品を，そして，

人体や	 環境に対する豊富な研究に基づいた安心し

て使える製品を提供することを目指しています。	 	 

研究所内には『コミュニケーション・センター』と

いう施設が併設されています。ここでは，研究技術

を通じて当社製品の特長を伝えるとともに，近未来

の生活を提案する展示をしています。	 

今回は，普段見ることのできない施設見学と併せ

最近の製品開発研究の	 （苦労）話などを聞かせて頂

く予定。	 

⑫	 宇宙航空研究開発機構調布航空宇宙センター

（30名）	 

	 〒182-8522	 	 東京都調布市深大寺東町7-44-1	 

展示室では，現在進めている研究をはじめ，小型

超音速実験機（ロケット実験機）や低騒音STOL実験

機「飛鳥」，小型自動着陸実験機「ALFLEX」など研究

実績の展示見学，風洞実験やスペース・ミッション・

シミュレータなども体験できる。飛行機やロケット

はどうして飛ぶ事ができるのだろうかという素朴な

疑問が解決されるであろう。また，著名な科学者で

サイエンスジャーナリストでもある JAXA 主幹研究

員中野不二男博士による「宇宙人文学」に関する講

義を受けることができる。宇宙人の文学？いえいえ，

「宇宙」＋「人文学」です。貴方も研究に加わりま

せん？	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 	 第１希望	 第２希望	 第３希望	 

①	 東京農工大学遺伝子実験施設	 20	 37	 35	 

②	 東京都医学総合研究所	 70	 33	 23	 

③	 早稲田大学ナノテクノロジー研究所	 18	 17	 40	 

④	 海洋研究開発機構地球情報館	 20	 14	 21	 

⑤	 東京大学物性研究所	 35	 31	 27	 

⑥	 理化学研究所（和光）	 16	 20	 28	 

⑦	 宇宙航空研究開発機構（相模原）	 20	 35	 35	 

⑧	 理化学研究所（横浜研究所）	 20	 38	 33	 

⑨	 東芝科学館	 27	 31	 21	 

⑩	 国立天文台三鷹キャンパス	 12	 13	 20	 

⑪	 ライオン株式会社	 研究開発本部	 40	 43	 29	 

⑫	 宇宙航空研究開発機構（調布）	 47	 32	 29	 

合	 	 	 計	 345	 344	 341	 

表２	 希望調査結果	  
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上記の内容を示したプリントを，平成24年 11月 16

日（金）７時間目のＬＨＲの時間に行われた第１学

年の学年集会で配付し，希望調査票に第３希望まで

書かせ，どうしても第１希望の施設に行きたい場合

には，その理由を書かせ，11 月 20 日（火）締め切

りで，各クラスの担任に提出させ，理科教員が集計

した。その結果は，表２の通りである。	 

その後，第１希望の理由を書いた生徒は第１希望

の通りとして，人数の過不足を若干調整した。その

際に，希望者の多かった施設については，受け入れ

人数を増やしてもらえないかを打診した。決定した

人数は，表３の通りである。その結果を12月 10日

（月）に生徒に伝えた。	 

	 

表３	 確定した人数	 

	 	 確定人数	 

①	 東京農工大学遺伝子実験施設	 30	 

②	 東京都医学総合研究所	 70	 

③	 早稲田大学ナノテクノロジー研究所	 20	 

④	 海洋研究開発機構地球情報館	 22	 

⑤	 東京大学物性研究所	 32	 

⑥	 理化学研究所（和光）	 17	 

⑦	 宇宙航空研究開発機構（相模原）	 28	 

⑧	 理化学研究所（横浜研究所）	 22	 

⑨	 東芝科学館	 37	 

⑩	 国立天文台三鷹キャンパス	 15	 

⑪	 ライオン株式会社	 研究開発本部	 21	 

⑫	 宇宙航空研究開発機構（調布）	 31	 

合	 	 	 計	 345	 

	 その後，12月上旬に引率教員を決定し（表４参照），

1 月９日（水）には，生徒に引率教員と，事前ガイ

ダンスの日時を知らせた。ガイダンスでは，午前中

に実習を行っている上野の科学博物館から，見学先

への交通経路，集合時刻，集合場所の他，施設内で

の諸注意や，見学先によっては事前課題などを配付

した。	 

	 ２月５日（火）の科学見学実習の当日は，天候に

恵まれ，若干，交通機関が乱れたものの，順調に終

えることができた。	 

	 施設見学のプログラムについては，生徒に配付し

た『国立科学博物館見学ノート』の最後に，「科学施

設見学の感想」を書く欄があり，そこに記入させる	 

表４	 引率数	 

とともに，総合的な学習の時間の一環として取り組

んだことを記録させる用紙に，内容，参加して感じ

たことを記入させた。さらに，事後にアンケートを

行った。事後アンケートでは，以下のことを聞いて

いる。	 

（１）	 参加者のクラスと，性別（無記名）	 

（２）	 実際に参加した見学先の希望順位	 

（３）	 実際に参加した見学先を決めた理由	 

以下から，１つ選択する。	 

ア	 見学内容に興味があったから	 

	 イ	 その大学・研究所・企業等に興味があったか	 	 	 

	 	 ら	 

ウ	 大学の受験先を考える参考とするため	 

	 エ	 大学より先の職業を考える参考とするため	 

	 オ	 学校の勉強に役立つと思ったから	 

	 カ	 友達，保護者	 に勧められ（誘われ）たから	 

キ	 その他（自由記述）	 

（４）	 以下の項目を，５（極めて肯定的）～３（普

通）～１（極めて否定的）の５段階で評価する。	 

Ａ	 見学内容に興味が持てた。	 

Ｂ	 見学内容に満足できた。	 

Ｃ	 	 もっと時間をかけて見学したかった。	 

Ｄ	 見学内容を理解できた。	 

Ｅ	 他のコースも見学したい。	 

Ｆ	 	 2，3年生でもやって欲しい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

Ｇ	 学校の学習(2，3年生での学習を含む)に役に

	 
引率数	 

①	 東京農工大学遺伝子実験施設	 3	 

②	 東京都医学総合研究所	 3	 

③	 早稲田大学ナノテクノロジー研究所	 2	 

④	 海洋研究開発機構地球情報館	 2	 

⑤	 東京大学物性研究所	 2	 

⑥	 理化学研究所（和光）	 2	 

⑦	 宇宙航空研究開発機構（相模原）	 2	 

⑧	 理化学研究所（横浜研究所）	 2	 

⑨	 東芝科学館	 2	 

⑩	 国立天文台三鷹キャンパス	 2	 

⑪	 ライオン株式会社	 研究開発本部	 2	 

⑫	 宇宙航空研究開発機構（調布）	 3	 

合	 	 	 計	 27	 
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立つ。	 

Ｈ	 進路を決めるのに役立つ。	 

（５）	 今後加えてほしい見学場所（～に関する見

学等）があれば書いて下さい。	 

	 以下に，当日の様子を２カ所載せておく。	 

⑤	 東京大学物性研究所	 

参加者	 1 年生 32名（男子19名，女子13名）	 

見学概要	 

常設展示	 長田先生による，物性研究所の存在意義，

研究内容に関する説明	 

超高圧物性	 超高圧下での物質の性質を研究され

ている上床研究室にて，研究内容の説明。1 万気

圧以上の圧力をいかにして生み出すか，その結果

どのような現象が生じるのか等の説明と，常温・

超高圧下で水が結晶化し，しかも水に沈む氷の実

演などが行われた。	 

低温液化室	 液体窒素，液体ヘリウムなどの極低温

物質を供給する低温液化室の役割や機能の説明。

様々な物質が極低温下でどのような変化を見せ

るのか，実際に体験した。自分の呼気を液体窒素

で冷却し，ドライアイスの発生を体験し，超電導

物質によるマイスナー効果やピン止め効果につ

いても見学者が直接実験をした。	 

レーザー・半導体	 秋山研究室にて，半導体を中

心としたレーザーの原理と研究内容，活用例，可

能性，社会・経済とのかかわりにまで説明があっ

た。様々な発光現象やレーザーに関する測定など，

多岐にわたる説明を頂いた（図２参照）。	 

固体中ディラック電子系物理	 長田研究室では，

磁場と微小空間構造を用いて電子系の新しい量

子伝導物性の探索と解明による新しい物理概念

を確立する研究が行われているという説明。具体

的には，グラフェンに任意のポテンシャル構造を

導入したナノ構造素子を作製して相対論的 Dirac

電子特有の量子伝導物性の研究，低次元有機導体

a-(BEDT-TTF)2I3 についての Dirac 電子特有の伝

導現象や熱測定による電子相関の研究である。こ

のような極めて難しい話だけではなく，トマト中

の水分による反磁性で，トマトが磁石から逃げて

いく実験，銅やアルミニウムと磁石との相互作用

の実験，磁石による水面の歪曲など楽しくも不思	 

議な実験を生徒が自由に直接体験できた。	 

質疑	 見学中も多数の質問が飛び交い，この一つ一

つに各研究者が丁寧に分かり易く答えてくださ

った。この時間だけでも１時間は要したであろう。

あまりにも時間が遅くなったので，質問を途中で

切らざるを得なくなった。	 

	 

図１	 レーザーの様子	 

	 

⑫	 宇宙航空研究開発機構（調布）	 

参加者	 １年生31名（男子18名，女子13名）	 

見学概要	 

最初に，VTR を見ながら，研究所全体の概要説明

を広報担当スタッフから受けた。	 

次に，２班に分かれて，ＹＳ11航空機の実物コッ

クピットおよび機内の見学，展示室内の小型超音速

航空機など最新の宇宙航空機の開発研究についての

見学と説明およびスペースミッションシュミレータ

ーの操縦をした。	 

そして，次に全員で，風洞実験設備の見学をし，

シュリーレン実験設備などを見学した。	 

最後には，本校のＳＳＨ連続講義をお願いしてい

る中野不二男先生による最新の宇宙人文学について

の講義を受けた。	 

	 
	 	 	 図２	 中野不二男先生による講義	 

	 



 49 

9-4.	 実施の効果とその評価	 

	 このまとめをしている時点では，「科学施設見学の

感想」などが未集計であるため，事後アンケートの

結果から，施設見学のプログラムについての評価を

試みる。	 

１－４‐１．実際に参加した見学先を決めた理由	 

	 見学先を決めた理由は，約 73％の生徒が，「見学

内容に興味があったから」，約 11％の生徒が「その

大学・研究所・企業等に興味があったから」，約10％

の生徒が「大学より先の職業を考える参考とするた

め」と答えている。興味・関心の方向性は，その後

の進路の方向性と密接に関係していると考えられる。

つまり，キャリアガイダンスとしての性格をもちう

るであろう。その点では，総合的な学習の時間に，

この行事を位置付けたことは妥当であろう。	 

１－４‐２．生徒の評価	 

	 １‐３で示した事後アンケートの（４）について

集計した結果を，表５に示す。極めて否定的なもの

が１，普通が３，極めて肯定的なものが５であるた

め，概ね３以上の評価であるが，中には２点代の所

がある。例えば，海洋研究開発機構地球情報館は，

学習や進路で2.9である。一方，満足度は4.1であ

る。これは，見学内容には満足したが，ふだんの授

業内容と全く異なり，学校の学習や進路決定に役立

つかどうかわからないことを示していと考えられる。	 

	 東京大学物性研究所と，理化学研究所（横浜研究

所）とは，興味がともに4.3であるのに対して，満

足度は3.9，4.0である。これは，理解がともに3.4

であることから，興味・関心は高いものの，最先端

の研究内容を十分には理解できなかったため，満足

度が低くなったと考えられる。	 

	 

	 

また，東芝科学館の場合，理解は4.1と高いが，

満足度は 3.6 で，学習が 3.0，進路が 2.9 である。

この場合は，内容が簡単で理解しやすかったけれど

も，満足度が低かったため，学校の学習や進路決定

には役立ちにくいと感じたと考えられる。	 

	 ただ，初期の施設見学のプログラムに参加した卒

業生が，かつて訪問した研究所に大学院生や研究者

として在籍する例が見られるようになっていきてい

る。今後も，卒業生の進路について調査し，このプ

ログラムの効果については，継続的に検証していく

こととする。	 

	 

9-5.	 実施上の課題及び今後の研究開発の方向	 

	 現時点で生じた課題は次の通りである。	 

①	 現行の見学先が妥当であるかどうかを再検討し，

見学先の見直しを図る必要がある。	 

②	 施設見学のプログラムは午後のみの半日の実施

であるが，一日の行事にすることを検討する余地

がある。	 

③	 内容が理解できなくとも，最先端の研究から何

かを感じてもらえばよいのか，それとも，ある程

度内容の理解を追求すべきなのか，参加した生徒

が満足するためには，どのようなプログラムの内

容が望ましいかを検討する必要がある。	 

④	 このプログラムにあまり興味を示さない生徒に

対して，どのようなアプローチをすべきか考えて

いく必要がある。	 

	 今回の課題を踏まえて，生徒にとってより有意義

な施設見学のプログラムになるように，今回の経験

を踏まえて，改善していこうと考えている。	 

	 

	 

	 

興味 満足 時間 理解 他コース ２、３年 学習 進路

①　東京農工大学遺伝子実験施設 4.1 3.9 3.7 3.5 4.1 3.8 3.4 3.4

②　東京都医学総合研究所 4.2 4.0 4.0 3.2 4.1 3.9 3.4 3.8

③　早稲田大学ナノテクノロジー研究所 3.3 3.1 2.9 3.2 4.2 3.1 2.8 2.9

④　海洋研究開発機構地球情報館 4.3 4.1 3.6 3.5 3.6 3.4 2.9 2.9

⑤　東京大学物性研究所 4.3 3.9 4.1 3.4 4.1 4.2 3.8 3.8

⑥　理化学研究所（和光） 3.9 3.6 3.9 3.4 4.1 3.8 3.4 3.6

⑦　宇宙航空研究開発機構（相模原） 4.2 4.0 3.9 3.8 4.2 3.6 3.1 3.3

⑧　理化学研究所（横浜研究所） 4.3 4.0 4.1 3.4 4.2 4.0 3.7 4.2

⑨　東芝科学館 3.9 3.6 3.4 4.1 3.9 3.3 3.0 2.9

⑩　国立天文台三鷹キャンパス 4.3 4.3 3.9 3.7 4.0 3.3 3.1 2.8

⑪　ライオン株式会社　研究開発本部 4.1 4.0 3.8 4.3 4.0 3.9 3.1 3.5

⑫　宇宙航空研究開発機構（調布） 4.0 3.7 3.4 3.6 4.2 3.6 3.3 3.2

表５	 事後アンケートにおける生徒の評価 
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東京学芸大学附属高等学校

教科 科目 １年 ２年 ３年必修 ３年選択 備考

国語

平成２４年度入学生　教育課程表

国語総合 5

現代文 2 2

古典 3 2

◆古典講読 2

世界史Ａ 2 ○３学年選択は２科目まで

世界史Ｂ 3

日本史Ａ 2

日本史Ｂ 3

地理Ａ 2

地理Ｂ 3

現代社会 2 ○３学年選択は１科目まで

倫理 2

政治経済 2

◆政治経済・倫理 3

数学Ⅰ 3

数学Ⅱ 4

数学Ⅲ 5 ○数学Ⅲと数学演習を同時

◆数学演習 3 に選択はできない

数学Ａ 2

数学Ｂ 2

物理基礎 2 2

物理 4

化学基礎 2 2

化学 4

生物基礎 2 2

生物 4

地学基礎 2 2

地学 4

体育 3 2 2

◆選択体育 2

保健 1 1

音楽Ⅰ 2*

音楽Ⅱ 1*

音楽Ⅲ 2*

美術Ⅰ 2*

美術Ⅱ 1*

美術Ⅲ 2 2*

工芸Ⅰ 2* 1

工芸Ⅱ 1* 2

工芸Ⅲ 2*

書道Ⅰ 2*

書道Ⅱ 1*

書道Ⅲ 2*

オーラルコミュニケーションⅠ 2

英語Ⅰ 3

英語Ⅱ 3

リーディング 3

ライティング 2 2

家庭基礎 2

◆家庭特講 2

情報 情報Ａ 2

2 ○３年間で７０時間

合計 31 32 7 10～24

ＨＲ 1 1 1

◎卒業に必要な単位数を「８０」とする。

◎芸術科の＊印は、音・美・工・書の中からいずれか一科目を選択しなければならない。

◎科目名に◆印が付いているものは学校設定科目である。

55

国語

地理歴史

公民

数学

理科

総合的な学習の時間

○３年の選択は３科目までとし、同一科
目の４単位と２単位は選択できない
○２単位科目は２科目まで

保健体育

芸術
○３学年選択は１・２年と同一科目の選
択に限る

外国語

家庭
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東京学芸大学附属高等学校

教科 科目 １年 ２年 ３年必修 ３年選択 備考

国語

平成２３年度入学生　教育課程表

国語総合 4

現代文 2 2

古典 3 2

古典講読 2

世界史Ａ 2 ○３学年選択は２科目まで

世界史Ｂ 3

日本史Ａ 2

日本史Ｂ 3

地理Ａ 2

地理Ｂ 3

現代社会 2 ○３学年選択は１科目まで

倫理 2・3

政治経済 2・3

数学Ⅰ 3

数学Ⅱ 3

数学Ⅲ 3

数学Ａ 2

数学Ｂ 2

数学Ｃ 2

理科総合Ｂ 2

物理Ⅰ 2 2

物理Ⅱ 4

化学Ⅰ 3

化学Ⅱ 3

生物Ⅰ 2 2

生物Ⅱ 4

地学Ⅰ 2

地学Ⅱ 2

体育 3 2 2 2

保健 1 1

音楽Ⅰ 2*

音楽Ⅱ 1*

音楽Ⅲ 2*

美術Ⅰ 2*

美術Ⅱ 1*

美術Ⅲ 2 2*

工芸Ⅰ 2* 1

工芸Ⅱ 1* 2

工芸Ⅲ 2*

書道Ⅰ 2*

書道Ⅱ 1*

書道Ⅲ 2*

オーラルコミュニケーションⅠ 2

英語Ⅰ 3

英語Ⅱ 3

リーディング 3

ライティング 2 2

家庭 家庭基礎 2

情報 情報Ａ 2

2 1 ○３年間で１０５時間

合計 31 32 7 9～23

ＨＲ 1 1 1

◎卒業に必要な単位数を「８０」とする。

◎芸術科の＊印は、音・美・工・書の中からいずれか一科目を選択しなければならない。

56

○３年の選択は３科目までとし、同一科
目の４単位と２単位は選択できない
○２単位科目は２科目まで

○３学年選択は１・２年と同一科目の選
択に限る

総合的な学習の時間

数学

理科

芸術

外国語

国語

地理歴史

公民

保健体育
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第４章	 関係資料 

Ⅰ	 SSH運営指導委員会の記録 
１－１．運営指導委員会構成 
・長谷川正（東京学芸大学教授） 
・五十嵐一郎（東京学芸大学学校運営参事） 
・松川正樹（東京学芸大学教授） 
・吉野正巳（東京学芸大学教授） 
・鎌田正裕（東京学芸大学教授） 
・植松晴子（東京学芸大学准教授） 
・駒宮幸男（東京大学教授） 
・中野不二男（宇宙航空研究開発機構主幹研究員） 
・久田健一郎（筑波大学教授） 
・秋本弘章（獨協大学教授） 
・岩附信行（東京工業大学教授） 
・深堀聰子（国立教育政策研究所総括研究官） 
 
 
１－２．運営指導委員会の記録 
（１）第 1 回 SSH 運営指導委員会 
日時	 2012年 5月 22日（火）	 
場所	 本校会議室 
運営指導委員出席者 
長谷川，五十嵐，松川，吉野，鎌田，植松，駒宮，

中野，久田，秋本，岩附，深堀 
本校 SULE委員出席者 
原田，岸谷，川角，田中義，金指，安井，大谷，

吉岡，浅羽，西川，坂井，阿部，塚越，佐藤亮，

加納，宮城，若宮，小境，石崎，齋藤 
 
次第および報告内容 
１．開会・学校長あいさつ 
・SSH採択報告，お礼，協力・助言お願い 
 
２．SULE委員長あいさつ 
・SSH採択報告，お礼，協力・助言お願い 
・SULEの理念の紹介 
 
３．運営指導委員紹介  
 
４．SULE委員会自己紹介 
 

５．事業内容説明 
・主たる目的は「高度な科学・技術を基盤とする国

際社会において活躍できる人材に必要なキーコン

ピテンシーを獲得させる授業法および学校教育シ

ステムの研究開発」である。 
・その手段として以下の４点を挙げる。 
①「特講科学の方法」 
②Intelligent Café 
③実用的英語力育成 
④科学的探究力・活用力の育成 
・具体的な研究開発内容は以下の 11 点を挙げる。
①「特講科学の方法」	 ②Intelligent Café	  
③国際性の育成	 ④探究活動	 ⑤宇宙人文学 
⑥高大連携	 	 ⑦校外研究活動	  
⑧SSH生徒研究発表会・交流会などへの参加	  
⑨運営指導委員会の開催	 ⑩成果の公表・普及	 

⑪評価および報告書の作成 
 
６．質疑応答・助言指導 
・計画を整理し，確実に実施出来そうなボトムライ

ンを押さえるような計画を立てていくべきである。 
・予算を消化していく過程でどのようなスケジュー

ル，連絡体制で進めていく予定か？ 
→今後，予算の執行計画がはっきりし次第，担当よ

り連絡していく予定。 
・ICT機器への予算は執行できそうか？ 
→SSH事業においては，設備としての予算は執行で
きない。PC は測定などの用途のためのものに限
って執行することができる。 

 
７．閉会・副校長のあいさつ 
・お礼，協力・助言お願い 
・終了後，食事をとりながら懇談 
 
 
（２）第 2 回 SSH 運営指導委員会 
日時	 2012年 10月 25日（木） 
場所	 本校会議室 
運営指導委員出席者 
長谷川，五十嵐，鎌田，駒宮，中野，久田，秋本，

岩附，深堀 
本校 SULE委員出席者 
原田，浅羽，川角，田中義，大谷，吉岡，西川，
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坂井，宮城，若宮，小境，石崎，齋藤 
 
次第および報告内容 
１．開会・学校長あいさつ 
・お礼，協力・助言お願い 
 
２．SULE委員長あいさつ 
・お礼，協力・助言お願い 
 
３．予算執行状況報告 
・現在までの予算執行状況について報告。 
	  
４．事業進捗状況報告 
①キーコンピテンシー基盤研究部会 
・OECDで定義される“キーコンピテンシー”とは
どのような能力であるのかについて分析中。 
・科学的に物事を捉えた思考と行動を育成すること

が今後さらに重要性を増してくる。 
・深堀先生（国政研）の指導を受けながら，キーコ

ンピテンシーと SULEの関係性や，評価の方法に
ついて検討していく予定。 

 
②「科学の方法」開発部会 
・本校公開研の資料・指導案・CD と，情報公開研
にて実施された「特講科学の方法」の資料を配布。 

・「特講科学の方法」のコンセプトを協議し，“科学”

についての 5つのテーマを設定した。例えば“科
学的な考え方を育てる授業”や“科学を活用した

授業”，“科学について考える授業”などである。 
・6月の公開研にて SULEの理念や「特講科学の方
法」のコンセプトについて宣言。 

・教科，科目を超えた授業形態で，10月の情報公開
研にて「特講科学の方法」を実践。 

・現在，これまでの各教科における実践例を抽出中。 
 
③Intelligent Café（In-café）運営部会 
・全附連での発表に用いた資料を配布。 
・In-caféは，生徒の柔軟な発想を育成すること，知
的な議論が自由に行える場を創出することを目的

としている。 
・池尻氏（東大）のサポートもあり，現在 In-cafe
スタッフの生徒を中心に自主運営を実現。 
・多種多様の活動を実践の中から「カフェ討論会

3.11＋560日の若者たち」，東北スタディツアーの
様子を紹介。 

 
④SSH英語教材開発，海外活動担当 
・高校生向けの英語プレゼンテーション教材の開発。 
・Informative（情報提示）のプレゼンテーションだ
けでなく，Persuasive（説得することが出来る）
なプレゼンテーション能力の育成を目指す。 
・現在資料収集中。進行が遅れ気味である。 
 
・タイ・チュラボーン高校との交流覚書，交流計画

表を配布。 
・SSH 2年目より海外に置ける継続的な計画を実施
予定である。主に以下の 4点を柱とする。 
ア）タイ・チュラボーン高校との交流 
・科学分野の共同学習や交流を，Skypeを使って
実現させる。 
・久田先生（筑波大）の協力のもと恐竜博物館な

どでのフィールドワークを計画中。 
イ）NICE（The 5th Symposium of Network for 

Inter- Asian Chemistry Education）への参加 
・鎌田先生（学芸大）との協力のもと，2013台湾
大会に生徒を派遣予定。 
ウ）外国に於ける科学探究活動プログラム 
・生徒応募型のプログラム。希望生徒が 4人組を
つくり，自分たちの行きたい場所をプレゼンし，

最も評価の高いグループに探究機会を与えるコ

ンペティション。 
・応募条件としては科学的な探究が出来る企画と

場所を提案すること。 
エ）WSC（World Scholar’s Cup）への派遣 

 
⑥SSH探究活動 
・宇宙人文学	 中野先生（宇宙航空研）の協力のも

と，公開研や学校説明会などで授業公開を実施し

た。今後，大磯・平塚エリアにてフィールドワー

ク・講座を開催予定。 
・クロアチア化学教員来校	 国立科学博物館での特

別展「元素のふしぎ」展をクロアチア人の化学教

員と共にまわり，英語にて解説してくれるツアー。

ツアー終了後，英語にてプレゼンテーション作

成・発表。 
・SSH 東京都内指定校合同発表会	 In-café の活動
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を中心に発表予定。 
・科学オリンピック関連	 物理チャレンジ銀賞（3
年生），生物オリンピック日本代表候補（2年生） 
・生徒の研究活動関連	 ハイスピードカメラによる

バドミントンシャトルの羽についての研究（1 年
生），世界中の砂とガラスの色の関係についての研

究（1年生），電子顕微鏡観察によるクモの糸につ
いての研究（3年生） 

 
⑦高大連携 
・文系理系を問わず，様々な大学や研究機関の専門

家を招き，講演会や特別授業などの企画を 3学期
に実施予定。 
・様々な大学や研究機関を訪れる科学見学実習につ

いても交通費を SSHから補助。 
・東洋大でも化学の講座も今後実施予定。 
 
⑧事業評価 
・本校が SSH に採択されるにあたって，他の高等
学校への波及効果に関して要望されている。 

・個々の事業の評価，SSH全体の評価，教育効果と
しての評価の研究を今後の課題とする。 

 
５．質疑応答・助言指導 
・日々様々な場面で行われるプレゼンテーションは

情報伝達型のプレゼンテーションなのか？説得型

のプレゼンテーションの実践の場を設定してみて

はどうか。 
→外国に於ける科学探究活動プログラムは教員を説

得する企画である。 
→外部の者に対する説得が大切である。工夫してそ

のような場を設けて欲しい。 
→WSC はディベート中心の活動である。世界の高
校生と説得しあう活動である。 

 
６．諸連絡 
・第 3回運営指導委員会の設定。今年度の事業の報
告と来年度の事業計画の報告を予定。 

 
７．閉会・副校長のあいさつ 
・お礼，協力・助言お願い 
・終了後，食事をとりながら懇談 
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